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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和5年4月30日現在　（　）は前月比

人　口 1,207人 （＋4）
　男 582人 （＋4）
　女 625人 （±0）
世帯数 626戸 （＋9）
昨年同期の総人口 1,216人 世帯数607戸

北部地区活動拠点「いこいの里」（P22掲載）

みどり保育所
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6月7日(水)
6月21日(水)
6月15日（木）
6月16日（金）

6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)

6月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
6月6日(火)・13日(火)・20日(火)・27日(火)

6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)

6月13日(火)
6月15日(木)
6月7日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）12：45～13：15
（受付）12：45～13：15
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事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳 児 検 診
１歳６カ月･３歳児健診
大腸がん検診（容器配布）
大腸がん検診（容器配布）
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北 川 村 民 会 館
小 島 集 会 所
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

行 事 予 定 表

５月12日(金)　カレー作り
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　カレーが上手にできたし、上級生とも結構話せて楽しかったです。火が強く燃えてご飯の
水気がなくなって、ちょっと焦げてしまったけど、おいしく作れた。自分の役割も責任をも
ってできた。その後のレクも班で協力してできたので、楽しくすることができた。特にレク
が楽しかったので、またやりたいです。

　本年度の北川小学校は、３人の新入生を迎え、全校児童37人となりました。本校の学校教育目標は「自立・
協働・貢献～すすんで・みんなで・みんなのために～」です。一人一人輝いていけるよう、教職員一同、
保護者や地域の方の協力をいただきながら取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いします。

　　　４月15日（土）に行われた高知県中学校バレーボール春季選手権大会安芸地区予選に、北川中学校からバレー
ボール部が田野中学校と合同チームで出場しました。準決勝では、田野・北川２－０甲浦と勝ち、決勝戦では、田野・
北川１－２市安芸・県安芸と惜しくも準優勝となりました。次回の大会ではさらに躍進できるよう、部員一丸となり、
いっそうトレーニングに励んでいます。

　　　4月21日（金）に生徒会主催で『オリエンテーションⅡ』を室戸青少年自然の家で行いました。午前中は班別
でカレーを作りました。火を起こす係や具材を切る係、ご飯を炊く係、調理をする係をそれぞれ分担し、協力しな
がら手際よく取り組めていました。爽やかな新緑の中での昼食は一層おいしく感じました。その後は、班で協力し
ながら施設内の絵を見つけるアートフォトビンゴを行いました。活動をとおしてお互いのことを知ることができ、
良い関係づくりのきっかけになりました。

　　　４月27日（木）にモネの庭へ草引きのボランティアに行ってきました。スタッフの方からコツを教わり、花の
庭の草を４チームに分かれて引きました。日頃からの地道な作業のおかげできれいな庭になっていることを体感で
きました。

　　　４月20日（木）に本年度初めての小中合同
地震避難訓練を行いました。１年生は初めての避
難訓練。避難経路やヘルメットの置き場所を確認
しました。小中学校全員が、静かに迅速に行動す
ることができていました。これからさまざまな場
面を想定して訓練を行っていく予定です。

　　　４月27日（木）に交通安全教室を行いました。低学年は道の歩き方、高学年は自転車の乗り方について警察の
方から教えていただき、運動場や実際の道に出てルールを確認しました。 横断歩道を渡る時は、「右、左、右」の順
で安全を確認すること、自転車に乗
る時は「右、左、右、右後方」を確
認することを教わりました。そして、
警察の方が繰り返し言われていたの
が、「自分の身は自分で守る」という
ことです。しっかり交通ルールを守
って、安全な歩き方、自転車の乗り
方に気をつけていきましょう。

　　　４月12日（水）に対面式を行いました。１年生は自分の描いたカードを見せながら、元気に自己紹介ができて
いました。各学年からメッセージを伝え、温かく１年生を迎えることができました。その後、たて割り班の顔合わ
せを行いました。
　４月14日（金）には、全校でモネの庭へ遠足に行きました。出発前に、６年生が昨年総合学習で学んだことを基に
劇やクイズをしながら、楽しくモネの庭の紹介をしてくれました。その後、運動場でゲームを楽しみました。
　モネの庭に到着後、おいしくお弁当をいただき、全校のみんなでケイドロや、ボルディゲラの庭を散策して学年
を超えた交流ができ、楽しい時間を過ごすことができました。
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　直接介護を伴わない介護助手のことや資格の取得
など、どんな相談でもかまいません。初めて介護、
福祉の仕事を目指す方やこれらの仕事に興味のある
方のご参加をお待ちしております。ぜひお気軽にご
来場ください。

●と　き　6月13日（火）13：30～ 15：00
●ところ　安田町文化センター

●と　き　6月22日（木）13：30～ 15：00
●ところ　安芸市総合社会福祉センター3階

●今年もまもなく梅雨入り・前線の通過や台風を迎える時期となり、奈半利川流
域でも集中豪雨やゲリラ豪雨が発生し、川の水が増えることが予想されます。
●上流域での集中豪雨やゲリラ豪雨により急激な増水が下流域で発生すること
があります。また、上流域で雨が降らなくとも下流域の雨だけで川が増水す
ることもあります。

■事前放流の運用開始について
●近年激甚（げきじん）化する水害に備え、大雨が予測された場合に、事前にダムの水位を下げておく取り組みと
して「事前放流」を行うことになりました。
●事前放流は大雨が降る前に開始しますが、ゲート操作や周知方法は従来の放流と変わりません。

※各ダム状況や長山発電所の発電予定のお問い合わせは『電源開発テレホンサービス』まで。 
　　 0120-780-328（フリーダイヤル） または ☎ 0887-38-2525
※各ダム状況は、『高知県水防情報システム』からも確認いただけます。

【上流域で増水した時のダムの運用】
●上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・平鍋ダムには大量の水が
　流れ込み、この増水をダムから流すことがあります。
●ダムから水を流し始める時やダム放流量10㎥/s未満が続いた後にダム放流量
を増やす時は、ダム下流のみなさんにサイレン局の放送とサイレンでお知らせ
します。この際、下流に向け順にパトロールも行います。

【流域のみなさんへのお知らせの方法】
○増水によるダムからの水が到達する時：スピーカー放送とサイレン
●増水によるダムからの水は徐々に下流へ流れますが、水が到達する前にサイレ
ン局のスピーカーで放送した後、引き続きサイレンを2回鳴らしてお知らせし
ます。

○増水によるダムからの水が続いている期間：回転灯と電光板
●ダムから増水を流している間はサイレン局の回転灯が回り続け電光板でも表示
します。終了した際、回転灯は停止、電光板は表示を止めます。

|安|芸|警|察|署|か|ら|の|お|知|ら|せ|

介護・福祉就職面談会を開催します。介護・福祉就職面談会を開催します。

＜ 大 雨 災 害 に も 注 意 ！＞＜ 大 雨 災 害 に も 注 意 ！＞

大雨による川の
増水にご注意！

大雨による奈半利川の水の増え方

　スピーカー放送

休止（３０秒）

増水によるダムからの水が
到達する時

スピーカー放送とサイレン

増水によるダムからの水が
到達する時

スピーカー放送とサイレン

お問い合わせ　　社会福祉法人　安芸市社会福祉協議会（担当  安芸福祉人材バンク）　℡ 0887-35-2915

毎年、各地で大雨災害が起こっており、深刻な被害が発生しています。
被害を未然に防ぐため、早めの避難をお願いします。
気象庁による５段階の警戒レベル情報を避難の参考にしましょう。
気象情報は、テレビ・ラジオのほか、スマホで使える防災アプリ
「高知県防災アプリ　　」でも確認できます。

お問い合わせ　　　　　　　　　電源開発株式会社　高知電力所　℡ 0887-38-4003

　　 サイレン（６０秒）

　　 サイレン（６０秒）

お問い合わせ　　安芸警察署　℡ 0887-34-0110
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会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

2,954万 3千円

　1億9,554万 9千円

　1億2,748万 8千円

3,033万円

28億4,224万円

前年度比較

9.3％減

2.5％増

8.5％減

2.3％増

22.0％減

8.9％減
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合 　 　 計

予　算　額

24億5,933万円

前年度比較

企画・統計
13.2%

国土調査委託料……………………………2,573 万円　　地域おこし協力隊事業……………………3,826 万円
宅地造成測量設計委託料…………………3,801 万円

中芸広域連合負担金（常備消防）…………4,422 万円　　老朽化住宅除却事業補助金…………………750万円
住宅耐震改修等事業…………………………587万円　　家具転倒防止等対策事業………………………5万円

借入金返済……………………………2億7,130 万円　　議会費………………………………………5,413万円
選挙費………………………………………1,198 万円　　戸籍住民基本台帳費………………………1,655 万円

北川村あったかふれあいセンター整備促進事業…………3,347 万円
安芸広域市町村圏事務組合負担金（ゴミ処理）…………5,718 万円
中芸広域連合負担金（介護）……………4,120 万円　　後期高齢者医療負担金……………………3,285万円
保育所運営費………………………………6,410 千円　　中芸広域連合負担金（火葬場）……………145万円
中芸広域連合負担金（保健福祉）………3,821 万円 

ゆず省力化栽培投資事業費補助金…………234万円　　農産物輸出補助金……………………………466万円
ゆず次世代人材投資事業……………………825万円　　小規模園地整備事業…………………………260万円
県営農地基盤整備事業負担金……………1,007 万円 　県営林道新設工事負担金……………………768万円

社会資本整備総合交付金…………………6,069 万円 　道路メンテナンス事業 4,895 万円

スクールバス運行費…………………………244万円　　奨学資金貸付…………………………………936万円
中岡慎太郎館運営事業……………………3,007 万円　　保小中一体化推進事業 5,278 万円

モネの庭維持費等…………………………2,750 万円　　観光事業推進補助金………………………2,311 千円
商工・観光
3.3%

消防・防災
3.0%

教育
10.3%

建設
9.2%

農林業
9.0%

健康・福祉
23.2%

その他
28.8%

一般会計の主な事業一般会計の主な事業

令和5年度

予算総額は予算総額は
令和5年度各会計当初予算額

45



　直接介護を伴わない介護助手のことや資格の取得
など、どんな相談でもかまいません。初めて介護、
福祉の仕事を目指す方やこれらの仕事に興味のある
方のご参加をお待ちしております。ぜひお気軽にご
来場ください。

●と　き　6月13日（火）13：30～ 15：00
●ところ　安田町文化センター

●と　き　6月22日（木）13：30～ 15：00
●ところ　安芸市総合社会福祉センター3階

●今年もまもなく梅雨入り・前線の通過や台風を迎える時期となり、奈半利川流
域でも集中豪雨やゲリラ豪雨が発生し、川の水が増えることが予想されます。
●上流域での集中豪雨やゲリラ豪雨により急激な増水が下流域で発生すること
があります。また、上流域で雨が降らなくとも下流域の雨だけで川が増水す
ることもあります。

■事前放流の運用開始について
●近年激甚（げきじん）化する水害に備え、大雨が予測された場合に、事前にダムの水位を下げておく取り組みと
して「事前放流」を行うことになりました。
●事前放流は大雨が降る前に開始しますが、ゲート操作や周知方法は従来の放流と変わりません。

※各ダム状況や長山発電所の発電予定のお問い合わせは『電源開発テレホンサービス』まで。 
　　 0120-780-328（フリーダイヤル） または ☎ 0887-38-2525
※各ダム状況は、『高知県水防情報システム』からも確認いただけます。

【上流域で増水した時のダムの運用】
●上流域で大雨が降った場合、魚梁瀬ダム・久木ダム・平鍋ダムには大量の水が
　流れ込み、この増水をダムから流すことがあります。
●ダムから水を流し始める時やダム放流量10㎥/s未満が続いた後にダム放流量
を増やす時は、ダム下流のみなさんにサイレン局の放送とサイレンでお知らせ
します。この際、下流に向け順にパトロールも行います。

【流域のみなさんへのお知らせの方法】
○増水によるダムからの水が到達する時：スピーカー放送とサイレン
●増水によるダムからの水は徐々に下流へ流れますが、水が到達する前にサイレ
ン局のスピーカーで放送した後、引き続きサイレンを2回鳴らしてお知らせし
ます。

○増水によるダムからの水が続いている期間：回転灯と電光板
●ダムから増水を流している間はサイレン局の回転灯が回り続け電光板でも表示
します。終了した際、回転灯は停止、電光板は表示を止めます。

|安|芸|警|察|署|か|ら|の|お|知|ら|せ|

介護・福祉就職面談会を開催します。介護・福祉就職面談会を開催します。

＜ 大 雨 災 害 に も 注 意 ！＞＜ 大 雨 災 害 に も 注 意 ！＞

大雨による川の
増水にご注意！

大雨による奈半利川の水の増え方

　スピーカー放送

休止（３０秒）

増水によるダムからの水が
到達する時

スピーカー放送とサイレン

増水によるダムからの水が
到達する時

スピーカー放送とサイレン

お問い合わせ　　社会福祉法人　安芸市社会福祉協議会（担当  安芸福祉人材バンク）　℡ 0887-35-2915

毎年、各地で大雨災害が起こっており、深刻な被害が発生しています。
被害を未然に防ぐため、早めの避難をお願いします。
気象庁による５段階の警戒レベル情報を避難の参考にしましょう。
気象情報は、テレビ・ラジオのほか、スマホで使える防災アプリ
「高知県防災アプリ　　」でも確認できます。

お問い合わせ　　　　　　　　　電源開発株式会社　高知電力所　℡ 0887-38-4003

　　 サイレン（６０秒）

　　 サイレン（６０秒）

お問い合わせ　　安芸警察署　℡ 0887-34-0110

２4億5,933万円２4億5,933万円
　
令
和
５
年
３
月
議
会
が
３
月
７
日
か
ら
10
日

の
う
ち
、
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

期
中
に
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
て
28
億
４
，２
２
４
万
円
の
予
算
案

を
提
出
し
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
総
予
算
24
億
５
，
９
３
３
万
円
の

う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
村
税

は
１
億
９
，
８
２
２
万
５
千
円
で
、
こ
れ
を
３

月
31
日
現
在
の
人
口
（
１
，
２
０
３
人
）
で
割

る
と
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は
16
万
４
，
７
７

６
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
一
人
当
た
り
に
使
う
費
用
は

２
０
４
万
４
，
３
３
１
円
と
な
り
ま
す
。

会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

2,954万 3千円

　1億9,554万 9千円

　1億2,748万 8千円

3,033万円

28億4,224万円

前年度比較

9.3％減

2.5％増

8.5％減

2.3％増

22.0％減

8.9％減

会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

24億5,933万円

前年度比較

企画・統計
13.2%

国土調査委託料……………………………2,573 万円　　地域おこし協力隊事業……………………3,826 万円
宅地造成測量設計委託料…………………3,801 万円

中芸広域連合負担金（常備消防）…………4,422 万円　　老朽化住宅除却事業補助金…………………750万円
住宅耐震改修等事業…………………………587万円　　家具転倒防止等対策事業………………………5万円

借入金返済……………………………2億7,130 万円　　議会費………………………………………5,413万円
選挙費………………………………………1,198 万円　　戸籍住民基本台帳費………………………1,655 万円

北川村あったかふれあいセンター整備促進事業…………3,347 万円
安芸広域市町村圏事務組合負担金（ゴミ処理）…………5,718 万円
中芸広域連合負担金（介護）……………4,120 万円　　後期高齢者医療負担金……………………3,285万円
保育所運営費………………………………6,410 千円　　中芸広域連合負担金（火葬場）……………145万円
中芸広域連合負担金（保健福祉）………3,821 万円 

ゆず省力化栽培投資事業費補助金…………234万円　　農産物輸出補助金……………………………466万円
ゆず次世代人材投資事業……………………825万円　　小規模園地整備事業…………………………260万円
県営農地基盤整備事業負担金……………1,007 万円 　県営林道新設工事負担金……………………768万円

社会資本整備総合交付金…………………6,069 万円 　道路メンテナンス事業 4,895 万円

スクールバス運行費…………………………244万円　　奨学資金貸付…………………………………936万円
中岡慎太郎館運営事業……………………3,007 万円　　保小中一体化推進事業 5,278 万円

モネの庭維持費等…………………………2,750 万円　　観光事業推進補助金………………………2,311 千円
商工・観光
3.3%

消防・防災
3.0%

教育
10.3%

建設
9.2%

農林業
9.0%

健康・福祉
23.2%

その他
28.8%

一般会計の主な事業一般会計の主な事業

令和5年度

予算総額は予算総額は
令和5年度各会計当初予算額
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67

り

議

だ
よ

会

令
和
５
年
・

　
第
１
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
５
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
７
日
に
開
会

し
条
例
制
定
、
条
例
改
正
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、令
和
５
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、
５
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

施
政
方
針‥

（
抜
粋
）

■
村
政
運
営

　「
北
川
村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を

得
ら
れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
」、こ
の
二
つ
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
産
業
構
築
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
で
は
、
令
和
３
年

度
に
第
１
期
北
川
モ
デ
ル
5
・
4
ha
の
整
備
を
終

え
、
起
業
家
農
業
者
た
ち
が
ゆ
ず
を
植
栽
。本
年
度

は
野
友
地
区
が
整
備
着
手
、
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
が

事
業
採
択
さ
れ
た
。ソ
フ
ト
面
で
は
、
起
業
家
農
業

者
の
育
成
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
、
課
題
を
整
理

し
、
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
基
礎
を
固
め
る
な

ど
、次
の
段
階
に
進
み
始
め
た
。

　
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
村
民
が
少
し
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
一
つ
と
し
て
脱
炭
素
先

行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
４
月
下
旬
か

ら
５
月
中
旬
頃
に
結
果
が
出
る
予
定
。

　
子
育
て
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、「
保
育
・
学
校

を
無
く
さ
な
い
」、「
子
ど
も
の
声
を
途
絶
え
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
念
頭
に
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
整
備
し
、
厳
し
く
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
と
い
う
目
標
を
改
め
て
認
識
し
た
。北
川
村
で

育
つ
こ
ど
も
た
ち
が
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
村
な
ら
で

は
の
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
が
重
要
。

　
昨
年
度
に
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
教
育
環

境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
を
策
定
で
き
た
が
、実
施

計
画
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、令
和
４
年
度
中
に

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、

実
施
計
画
を
盛
り
込
む
べ
く
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
き

た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」を
策
定
し
、令
和
２
年

度
か
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
や
蓄
積
さ
れ
た
情

報
を
駆
使
し
、
５
年
度
に
計
画
を
見
直
し
、
よ
り
実

現
性
の
高
い
も
の
に
磨
き
上
げ
て
い
く
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
進
化

を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
、
実
行
体
制
な
ど
の
検
討

と
構
築
が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
現
在
ま
で
に
農
業
研
修
生
７
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。令
和
４
年
８
、９
月
末
に
そ
れ

ぞ
れ
１
人
が
卒
業
、
５
年
３
月
末
に
１
人
が
卒
業
す

る
予
定
。農
業
研
修
制
度
の
確
立
や
経
営
モ
デ
ル
の

作
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
５
年

２
月
に
は
「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」
全
体
の
枠
組

み
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
成
果
が
求
め
ら

れ
る
段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
生
産
性
の
高
い
農
地
の
確
保
に

向
け
、
ほ
場
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ゆ
ず
成
木

園
地
の
情
報
を
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
合
わ
せ
て

整
理
す
る
。ま
た
、
ゆ
ず
苗
木
の
安
定
的
な
生
産
・

供
給
体
制
を
確
立
す
る
予
定
で
、産
業
構
築
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備

　「
子
育
て
・
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
て
、

令
和
５
年
度
は
、
村
の
目
指
す
教
育
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
会
等
を
実
施
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
令
和
５
年
３
月
中
に
整

理
し
、５
年
度
は
、学
校
の
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
制
度

の
課
題
解
決
な
ど
協
議
を
重
ね
、
実
行
性
の
あ
る
プ

ラ
ン
を
確
立
し
た
い
。

　
今
後
は
、ま
ず
、保
育
所
で
食
育
活
動
、小
学
校
で

こ
と
ば
の
学
習
、
中
学
校
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
、
阿
南
安
芸

自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、野
根
安
倉
道
路

で
は
、
令
和
４
年
12
月
の
設
計
協
議
調
印
式
以
降
、

用
地
買
収
が
進
む
他
、
北
川
道
路
２̶

２
工
区
の
和

田
〜
柏
木
間
で
は
、
柏
木
イ
ン
タ
ー
前
の
柏
木
２
号

橋
の
下
部
工
が
５
年
４
月
か
ら
着
手
予
定
、
和
田
ト

ン
ネ
ル
と
柏
木
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
柏
木
１
号
橋
の
上

部
工
が
10
月
に
発
注
予
定
。北
川
道
路
１
工
区
の
安

倉
〜
和
田
間
は
、
全
体
の
測
量
設
計
と
並
行
し
、
地

権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整
っ
た
小
島
〜
和
田
間

か
ら
順
次
、用
地
交
渉
に
入
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

一
方
、美
波
〜
牟
岐
、牟
岐
〜
海
部
、奈
半
利
〜
安
田

の
３
区
間
は
、い
ま
だ
未
事
業
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
線
が
開
通
し
て
こ
そ
最

大
限
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
２

月
10
日
に
未
事
業
化
区
間
の
各
首
長
と
と
も
に
、
国

や
国
会
議
員
に
対
し
て
、
早
期
の
事
業
化
を
要
望
。

引
き
続
き
未
事
業
化
区
間
の
早
期
事
業
化
及
び
事

業
推
進
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
訴
え
一
日
で
も

早
く
着
工
・
完
成
が
成
就
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修
の

実
績
が
近
年
は
５
件
前
後
で
推
移
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
化
の
補
助
事
業
は
、
ほ
ぼ
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
。ニ
ー
ズ
と
、
対
策
が
進
ん
で
い

な
い
要
因
を
個
別
か
つ
具
体
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
村
内
の
住
家
の
概
況
を
整
理
す
る
た
め
、
調

査
を
行
い
、地
震
対
策
を
よ
り
促
進
す
る
施
策
を
検

討
す
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
保
健
福
祉
推
進
員
を
配
置
し
、健
康
づ
く
り
婦
人

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、個
別
受
診
勧
奨
を
行
う
と

と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
生

活
機
能
の
低
下
防
止
な
ど
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
令
和
４
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、過
去
最
高

の
３
年
度
比
較
で
マ
イ
ナ
ス
1
・
18
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
。受
診
率
が
男
性
よ
り
10
・
64
ポ
イ
ン
ト
低

い
女
性
の
受
診
促
進
が
必
要
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、フ
レ
イ
ル

や
認
知
症
予
防
の
学
習
会
、保
育
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
を
対
象
と
し
た
川
遊
び
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ

レ
ン
ジ
な
ど
、
地
域
で
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
９
地
域
の
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
の
活
動
で

は
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
孤
立
化
を
防
ぐ
な

ど
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
及
び
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
を
軸
と
し
た
地
域
共
生
社
会
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計

画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
検
証
と
課
題
抽
出
を
行

い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
と
行

動
変
容
の
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
第
２
期
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

■
令
和
５
年
度
予
算
編
成

　
第
二
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
踏
ま

え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に
重
点
を
置
き
査
定
し

た
。

　
歳
入
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
事
業
費
減
少
に
伴
う

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
に
よ
り
、大
幅
な
減

額
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、
地
方
創
生
関
連
事
業
に

国
の
交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
な
ど
、過
疎
対

策
事
業
債
等
の
交
付
税
措
置
率
の
高
い
優
位
な
地

方
債
の
充
当
事
業
を
検
討
し
た
結
果
、
農
業
債
で

1
7
’7
0
0
千
円
増
額
す
る
な
ど
一
般
財
源
の
負

担
軽
減
に
努
め
た
。

　
歳
出
面
で
は
、ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
構
築
分

野
で
の
ほ
場
整
備
や
定
住
・
移
住
促
進
の
た
め
の

宅
地
造
成
測
量
設
計
、食
育
の
推
進
を
含
め
た
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
要
す
る
経
費
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
務

費
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
歳
入
歳
出

総
額
は
、昨
年
度
当
初
予
算
を
2
5
3
百
万
円
下
回

る
2
’4
5
9
百
万
円
余
り
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
社

会
経
済
活
動
が
活
発
と
な
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
長
引
く
こ
と

を
見
通
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

な
か
で
も
、
国
費
・
県
費
、
交
付
税
措
置
率
の
高
い

優
位
な
地
方
債
の
新
規
発
債
な
ど
に
よ
り
財
源
を

確
保
し
、財
政
の
健
全
化
を
意
識
し
た
適
正
な
財
政

運
営
に
努
め
る
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上
の
位

置
付
け
を
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
引
き
下
げ
る
と
決
定
。感

染
者
等
の
外
出
制
限
、
感
染
者
数
の
把
握
、
水
際
対

策
が
な
く
な
り
、マ
ス
ク
の
着
用
は
５
月
13
日
以
降
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
た
と
は
言
え
な
い
。日
常
の
感
染
予
防
の
大
切
さ

は
変
わ
り
な
い
。マ
ス
ク
の
着
用
に
対
し
個
人
の
判

断
を
尊
重
し
つ
つ
、
引
き
続
き
手
指
消
毒
や
室
内
の

換
気
な
ど
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
方
へ
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
ほ
場
整
備

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、
５
年
度
の
実
施
設
計
、

６
年
度
の
着
工
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
。申
請
時
に
除
外
し
た
島
・
安
倉
の
追
加
に

向
け
て
、
権
利
関
係
の
整
理
や
事
業
へ
の
同
意
取
得

に
県
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
産
業
振
興
を
促
進
し
、具
体

的
な
成
果
を
見
い
だ
す
た
め
、
生
産
力
の
強
化
と
販

売
力
の
強
化
の
２
つ
を
大
き
な
柱
と
し
、
３
つ
の
主

要
施
策
と
11
項
目
の
取
り
組
み
内
容
を
整
理
し
た
。

●
生
産
力
の
強
化

　
・
主
要
施
策

　
　
　
優
良
園
地
の
確
保
、担
い
手
の
確
保
、

　
　
　
生
産
性
の
向
上

　
・
取
り
組
み
内
容

　
　
　
優
良
園
地
や
新
規
就
農
者
の
確
保
、

　
　
　
農
機
具
の
導
入
支
援
な
ど

●
販
売
力
の
強
化

　
・
主
要
施
策

　
　
　
販
路
の
拡
大
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、

　
　
　
企
業
連
携

　
・
取
り
組
み
内
容

　
　
　
輸
出
な
ど
に
よ
る
販
路
開
拓
、

　
　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
産
地
イ
メ
ー
ジ
の

　
　
　
向
上
、企
業
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
な
ど

　
・
成
果

　
　
　
ゆ
ず
を
切
り
口
と
し
た
北
川
村
の

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、

　
　
　
北
川
村
と
株
式
会
社
ウ
テ
ナ
、

　
　
　
ウ
エ
ル
シ
ア
グ
ル
ー
プ
の
３
者
に
よ
る

　
　
　
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

　
　
　「
ゆ
ず
洗
顔
石
鹸
」な
ど

　
　
　
ゆ
ず
関
連
の
商
品
が
開
発
・
販
売

○
地
区
存
続
プ
ラ
ン

　
北
部
地
区
の
活
動
拠
点
を
整
備
す
る
Ｄ
．Ｉ
．Ｙ

イ
ベ
ン
ト
が
令
和
５
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
活
動
に
発
展
し
て
お

り
、県
の
専
門
家
会
議
か
ら
、順
調
に
成
果
が
あ
が
っ

て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。引
き
続
き
活
動

を
見
守
り
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
の
整
備

　
舗
装
や
側
溝
の
老
朽
化
に
よ
り
損
傷
が
著
し
い

村
道
東
長
山
線
、通
学
路
に
落
石
の
恐
れ
が
あ
る
村

道
加
茂
線
に
お
い
て
、新
た
に
道
路
改
良
を
行
う
。

　
令
和
４
年
度
測
量
設
計
が
完
了
し
た
村
道
久
府

付
線
の
改
良
工
事
は
、簡
易
水
道
耐
震
化
工
事
と
調

整
を
図
り
６
年
度
の
完
成
に
向
け
て
進
め
る
。
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り

議

だ
よ

会

令
和
５
年
・

　
第
１
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
５
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
７
日
に
開
会

し
条
例
制
定
、
条
例
改
正
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、令
和
５
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
は
、
５
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

‥

施
政
方
針‥

（
抜
粋
）

■
村
政
運
営

　「
北
川
村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を

得
ら
れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」「
北
川
村
に
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
」、こ
の
二
つ
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
産
業
構
築
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
で
は
、
令
和
３
年

度
に
第
１
期
北
川
モ
デ
ル
5
・
4
ha
の
整
備
を
終

え
、
起
業
家
農
業
者
た
ち
が
ゆ
ず
を
植
栽
。本
年
度

は
野
友
地
区
が
整
備
着
手
、
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
が

事
業
採
択
さ
れ
た
。ソ
フ
ト
面
で
は
、
起
業
家
農
業

者
の
育
成
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
、
課
題
を
整
理

し
、
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
基
礎
を
固
め
る
な

ど
、次
の
段
階
に
進
み
始
め
た
。

　
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
村
民
が
少
し
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
一
つ
と
し
て
脱
炭
素
先

行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
４
月
下
旬
か

ら
５
月
中
旬
頃
に
結
果
が
出
る
予
定
。

　
子
育
て
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、「
保
育
・
学
校

を
無
く
さ
な
い
」、「
子
ど
も
の
声
を
途
絶
え
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
念
頭
に
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
環
境
を
整
備
し
、
厳
し
く
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
と
い
う
目
標
を
改
め
て
認
識
し
た
。北
川
村
で

育
つ
こ
ど
も
た
ち
が
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
村
な
ら
で

は
の
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
が
重
要
。

　
昨
年
度
に
北
川
村
文
教
施
設
・
子
育
て
教
育
環

境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
を
策
定
で
き
た
が
、実
施

計
画
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、令
和
４
年
度
中
に

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、

実
施
計
画
を
盛
り
込
む
べ
く
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
き

た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」を
策
定
し
、令
和
２
年

度
か
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
や
蓄
積
さ
れ
た
情

報
を
駆
使
し
、
５
年
度
に
計
画
を
見
直
し
、
よ
り
実

現
性
の
高
い
も
の
に
磨
き
上
げ
て
い
く
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
進
化

を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
、
実
行
体
制
な
ど
の
検
討

と
構
築
が
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
現
在
ま
で
に
農
業
研
修
生
７
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。令
和
４
年
８
、９
月
末
に
そ
れ

ぞ
れ
１
人
が
卒
業
、
５
年
３
月
末
に
１
人
が
卒
業
す

る
予
定
。農
業
研
修
制
度
の
確
立
や
経
営
モ
デ
ル
の

作
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
５
年

２
月
に
は
「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」
全
体
の
枠
組

み
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
成
果
が
求
め
ら

れ
る
段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
生
産
性
の
高
い
農
地
の
確
保
に

向
け
、
ほ
場
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ゆ
ず
成
木

園
地
の
情
報
を
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
合
わ
せ
て

整
理
す
る
。ま
た
、
ゆ
ず
苗
木
の
安
定
的
な
生
産
・

供
給
体
制
を
確
立
す
る
予
定
で
、産
業
構
築
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備

　「
子
育
て
・
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
て
、

令
和
５
年
度
は
、
村
の
目
指
す
教
育
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
会
等
を
実
施
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
令
和
５
年
３
月
中
に
整

理
し
、５
年
度
は
、学
校
の
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
制
度

の
課
題
解
決
な
ど
協
議
を
重
ね
、
実
行
性
の
あ
る
プ

ラ
ン
を
確
立
し
た
い
。

　
今
後
は
、ま
ず
、保
育
所
で
食
育
活
動
、小
学
校
で

こ
と
ば
の
学
習
、
中
学
校
で
北
川
学
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
、
阿
南
安
芸

自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、野
根
安
倉
道
路

で
は
、
令
和
４
年
12
月
の
設
計
協
議
調
印
式
以
降
、

用
地
買
収
が
進
む
他
、
北
川
道
路
２̶

２
工
区
の
和

田
〜
柏
木
間
で
は
、
柏
木
イ
ン
タ
ー
前
の
柏
木
２
号

橋
の
下
部
工
が
５
年
４
月
か
ら
着
手
予
定
、
和
田
ト

ン
ネ
ル
と
柏
木
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
柏
木
１
号
橋
の
上

部
工
が
10
月
に
発
注
予
定
。北
川
道
路
１
工
区
の
安

倉
〜
和
田
間
は
、
全
体
の
測
量
設
計
と
並
行
し
、
地

権
者
と
の
ル
ー
ト
協
議
が
整
っ
た
小
島
〜
和
田
間

か
ら
順
次
、用
地
交
渉
に
入
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

一
方
、美
波
〜
牟
岐
、牟
岐
〜
海
部
、奈
半
利
〜
安
田

の
３
区
間
は
、い
ま
だ
未
事
業
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
線
が
開
通
し
て
こ
そ
最

大
限
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
２

月
10
日
に
未
事
業
化
区
間
の
各
首
長
と
と
も
に
、
国

や
国
会
議
員
に
対
し
て
、
早
期
の
事
業
化
を
要
望
。

引
き
続
き
未
事
業
化
区
間
の
早
期
事
業
化
及
び
事

業
推
進
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
訴
え
一
日
で
も

早
く
着
工
・
完
成
が
成
就
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修
の

実
績
が
近
年
は
５
件
前
後
で
推
移
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
化
の
補
助
事
業
は
、
ほ
ぼ
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
。ニ
ー
ズ
と
、
対
策
が
進
ん
で
い

な
い
要
因
を
個
別
か
つ
具
体
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
村
内
の
住
家
の
概
況
を
整
理
す
る
た
め
、
調

査
を
行
い
、地
震
対
策
を
よ
り
促
進
す
る
施
策
を
検

討
す
る
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

　
保
健
福
祉
推
進
員
を
配
置
し
、健
康
づ
く
り
婦
人

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、個
別
受
診
勧
奨
を
行
う
と

と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
生

活
機
能
の
低
下
防
止
な
ど
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
令
和
４
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、過
去
最
高

の
３
年
度
比
較
で
マ
イ
ナ
ス
1
・
18
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
。受
診
率
が
男
性
よ
り
10
・
64
ポ
イ
ン
ト
低

い
女
性
の
受
診
促
進
が
必
要
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、フ
レ
イ
ル

や
認
知
症
予
防
の
学
習
会
、保
育
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
を
対
象
と
し
た
川
遊
び
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ

レ
ン
ジ
な
ど
、
地
域
で
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
９
地
域
の
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
の
活
動
で

は
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
孤
立
化
を
防
ぐ
な

ど
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
及
び
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
を
軸
と
し
た
地
域
共
生
社
会
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計

画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
検
証
と
課
題
抽
出
を
行

い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
と
行

動
変
容
の
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
第
２
期
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

■
令
和
５
年
度
予
算
編
成

　
第
二
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
踏
ま

え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に
重
点
を
置
き
査
定
し

た
。

　
歳
入
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
事
業
費
減
少
に
伴
う

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
に
よ
り
、大
幅
な
減

額
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、
地
方
創
生
関
連
事
業
に

国
の
交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
な
ど
、過
疎
対

策
事
業
債
等
の
交
付
税
措
置
率
の
高
い
優
位
な
地

方
債
の
充
当
事
業
を
検
討
し
た
結
果
、
農
業
債
で

1
7
’7
0
0
千
円
増
額
す
る
な
ど
一
般
財
源
の
負

担
軽
減
に
努
め
た
。

　
歳
出
面
で
は
、ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
産
業
構
築
分

野
で
の
ほ
場
整
備
や
定
住
・
移
住
促
進
の
た
め
の

宅
地
造
成
測
量
設
計
、食
育
の
推
進
を
含
め
た
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
要
す
る
経
費
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
務

費
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
歳
入
歳
出

総
額
は
、昨
年
度
当
初
予
算
を
2
5
3
百
万
円
下
回

る
2
’4
5
9
百
万
円
余
り
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
社

会
経
済
活
動
が
活
発
と
な
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
長
引
く
こ
と

を
見
通
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

な
か
で
も
、
国
費
・
県
費
、
交
付
税
措
置
率
の
高
い

優
位
な
地
方
債
の
新
規
発
債
な
ど
に
よ
り
財
源
を

確
保
し
、財
政
の
健
全
化
を
意
識
し
た
適
正
な
財
政

運
営
に
努
め
る
。

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上
の
位

置
付
け
を
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
引
き
下
げ
る
と
決
定
。感

染
者
等
の
外
出
制
限
、
感
染
者
数
の
把
握
、
水
際
対

策
が
な
く
な
り
、マ
ス
ク
の
着
用
は
５
月
13
日
以
降
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
た
と
は
言
え
な
い
。日
常
の
感
染
予
防
の
大
切
さ

は
変
わ
り
な
い
。マ
ス
ク
の
着
用
に
対
し
個
人
の
判

断
を
尊
重
し
つ
つ
、
引
き
続
き
手
指
消
毒
や
室
内
の

換
気
な
ど
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
方
へ
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
ほ
場
整
備

　
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は
、
５
年
度
の
実
施
設
計
、

６
年
度
の
着
工
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
。申
請
時
に
除
外
し
た
島
・
安
倉
の
追
加
に

向
け
て
、
権
利
関
係
の
整
理
や
事
業
へ
の
同
意
取
得

に
県
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
産
業
振
興
を
促
進
し
、具
体

的
な
成
果
を
見
い
だ
す
た
め
、
生
産
力
の
強
化
と
販

売
力
の
強
化
の
２
つ
を
大
き
な
柱
と
し
、
３
つ
の
主

要
施
策
と
11
項
目
の
取
り
組
み
内
容
を
整
理
し
た
。

●
生
産
力
の
強
化

　
・
主
要
施
策

　
　
　
優
良
園
地
の
確
保
、担
い
手
の
確
保
、

　
　
　
生
産
性
の
向
上

　
・
取
り
組
み
内
容

　
　
　
優
良
園
地
や
新
規
就
農
者
の
確
保
、

　
　
　
農
機
具
の
導
入
支
援
な
ど

●
販
売
力
の
強
化

　
・
主
要
施
策

　
　
　
販
路
の
拡
大
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、

　
　
　
企
業
連
携

　
・
取
り
組
み
内
容

　
　
　
輸
出
な
ど
に
よ
る
販
路
開
拓
、

　
　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
産
地
イ
メ
ー
ジ
の

　
　
　
向
上
、企
業
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
な
ど

　
・
成
果

　
　
　
ゆ
ず
を
切
り
口
と
し
た
北
川
村
の

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、

　
　
　
北
川
村
と
株
式
会
社
ウ
テ
ナ
、

　
　
　
ウ
エ
ル
シ
ア
グ
ル
ー
プ
の
３
者
に
よ
る

　
　
　
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

　
　
　「
ゆ
ず
洗
顔
石
鹸
」な
ど

　
　
　
ゆ
ず
関
連
の
商
品
が
開
発
・
販
売

○
地
区
存
続
プ
ラ
ン

　
北
部
地
区
の
活
動
拠
点
を
整
備
す
る
Ｄ
．Ｉ
．Ｙ

イ
ベ
ン
ト
が
令
和
５
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
活
動
に
発
展
し
て
お

り
、県
の
専
門
家
会
議
か
ら
、順
調
に
成
果
が
あ
が
っ

て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。引
き
続
き
活
動

を
見
守
り
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
の
整
備

　
舗
装
や
側
溝
の
老
朽
化
に
よ
り
損
傷
が
著
し
い

村
道
東
長
山
線
、通
学
路
に
落
石
の
恐
れ
が
あ
る
村

道
加
茂
線
に
お
い
て
、新
た
に
道
路
改
良
を
行
う
。

　
令
和
４
年
度
測
量
設
計
が
完
了
し
た
村
道
久
府

付
線
の
改
良
工
事
は
、簡
易
水
道
耐
震
化
工
事
と
調

整
を
図
り
６
年
度
の
完
成
に
向
け
て
進
め
る
。
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　村
長

　
仮
設
道
路
は
、村
が
施
工
し
て
い
る
簡
易
水
道
の

配
水
池
改
修
工
事
を
行
う
た
め
の
作
業
用
道
路
と

し
て
、
路
盤
に
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
固
め
る
安
定
処

理
を
行
い
利
用
し
て
い
る
。

　
配
水
池
の
工
事
は
、令
和
５
年
度
に
旧
配
水
池
の

撤
去
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
久
府
付
地
区
の
道
路

改
良
工
事
と
の
調
整
の
結
果
、令
和
５
年
か
ら
６
年

度
に
久
府
付
地
区
内
の
排
水
管
設
置
と
道
路
改
良

を
先
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、旧
配
水
池
の
撤

去
は
、令
和
７
年
度
の
実
施
の
予
定
と
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
は
、
管

理
道
路
と
し
て
必
要
な
道
路
な
の
で
、
地
区
の
地
権

者
と
協
議
を
行
い
、草
刈
り
等
の
維
持
管
理
を
含
め

て
、村
が
管
理
で
き
る
方
法
を
前
向
き
に
検
討
し
対

処
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
教
育
環
境
の
整
備
を
、令
和
元
年
度
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。北
川
村
文
教
施
設
、
子
育
て
環
境
等
整
備
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
３
月
議
会
定
例
会
一
般

質
問
で
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
質
し

て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
向
性
を
問

う
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
３
月
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
答
弁

に
お
い
て
、
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育

て
教
育
の
在
り
方
と
、
そ
の
教
育
に
必
要
と
な
る
教

育
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
村
が
対
応
で
き

る
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
、教
育
水
準
書
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
と
答
弁
を
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
に
開
催
し
た
村
の

将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
、
保
護
者
懇
談
会
、
村
民

懇
談
会
等
で
の
意
見
か
ら
、村
の
教
育
の
方
向
性
を

は
じ
め
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、教
育
水
準
書
の
策
定
に
関
す
る
当

初
予
算
全
額
を
12
月
議
会
定
例
会
で
、
減
額
を
し

た
。

　
そ
の
後
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
、将

来
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
、そ
れ
に
伴
う
教
員
配

置
、
学
級
編
成
を
想
定
し
た
上
で
、
15
年
間
の
一
貫

し
た
子
育
て
、教
育
を
実
現
す
べ
く
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の
ソ
フ
ト
面
、
運

営
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
実
施
計
画
で
あ
り
、現

段
階
で
は
、「
基
本
理
念
、目
標
、魅
力
と
特
色
あ
る

教
育
活
動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、15
年
間
の
一

貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
形
態
」
と
い
う
６
つ
を
柱

と
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
て
い

る
。

　
特
に
、「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」で
は
、①

北
川
学
、②
生
活
の
時
間
、③
言
葉
の
時
間
、④
異

文
化
理
解
の
時
間
の
４
項
目
を
位
置
づ
け
、保
小
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、体
験

的
で
探
求
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、今
後
、子
ど
も
た
ち
の
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

充
実
し
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的

な
教
育
環
境
を
、さ
ま
ざ
ま
な
学
習
制
度
や
学
習
ス

タ
イ
ル
と
合
わ
せ
て
検
証
し
て
い
く
。

　
例
え
ば
、②
生
活
の
時
間
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
立
に
向
け
、日
常
生
活
を
営
む
上
で
望
ま
し
い
行

動
や
、
生
活
の
知
恵
を
育
む
た
め
に
、
就
学
前
か
ら

食
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
食
育

活
動
を
中
心
に
学
び
、④
異
文
化
理
解
の
時
間
で

は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
中
学
校
に
お
け
る
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
フ
ラ

ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
体
験
学
習
を
見
据
え
、
外
国
文
化

に
関
わ
る
活
動
を
取
り
組
み
知
見
を
広
げ
る
た
め

北
川
村
な
ら
で
は
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
学
び
の
環
境
」で
は
、児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る

中
で
、
学
校
種
や
学
年
を
超
え
た
合
同
で
の
授
業

や
、全
校
活
動
、縦
割
り
活
動
に
よ
り
、主
体
的
な
学

び
の
育
成
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
教
育
内
容
を
い
か
よ
う
に
し
て
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
、
保
小
中
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
上
で
、ど
の
よ
う
な
環
境
が
必
要
で
あ
っ
て
、

不
足
は
な
い
の
か
な
ど
を
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
必

要
と
思
わ
れ
る
子
育
て
・
教
育
環
境
を
描
き
、地
域

か
ら
保
育
・
学
校
を
な
く
さ
ず
、北
川
村
の
子
育
て

教
育
環
境
を
失
う
こ
と
な
く
、守
り
抜
く
た
め
に
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
と

し
て
、
令
和
５
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
段
階
に
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。そ
の
後
、
策
定
実

施
を
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
を
か
け
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
新
た
な
項
目
も
取
り
入
れ
、
現
在
、
作
成
作
業
を

進
め
て
お
り
、こ
の
年
度
末
に
一
旦
原
案
と
い
う
形

○
村
道
橋
の
補
修

　
ボ
ル
ト
の
抜
け
落
ち
が
見
ら
れ
る
小
島
橋
の
補

修
設
計
を
実
施
、残
る
橋
梁
も
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
必
要
性
が
高
い
橋
梁
か
ら
修
繕
を
行
う
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
令
和
５
年
２
月
１
日
に
参
画
企
業
と
賃
貸
借
契

約
の
内
容
や
部
屋
割
り
な
ど
最
終
協
議
を
終
え
、
建

築
工
事
は
完
了
し
検
査
を
受
け
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、村
発
注
造
成
工
事
の
最
終
工
程
と
な
る

駐
車
場
の
舗
装
工
事
等
に
着
手
し
、３
月
末
完
了
予

定
。今
後
は
、入
居
に
向
け
、北
川
村
振
興
公
社
と
参

画
企
業
と
の
間
で
賃
貸
借
契
約
締
結
や
入
居
者
の

引
越
作
業
日
調
整
が
行
わ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

○
宅
地
造
成

　
野
友
角
木
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の
区
域

を
候
補
地
と
し
て
地
権
者
の
皆
様
か
ら
了
承
を
得

た
こ
と
か
ら
、造
成
区
域
約
1
・
6
ha
の
計
画
を
定

め
た
。

　
令
和
５
年
度
は
測
量
設
計
を
行
い
、
地
元
や
関
係

者
の
皆
様
へ
の
説
明
会
を
年
内
に
開
催
。６
年
度
に

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
な
ど
、関
係

法
令
の
許
認
可
手
続
き
を
経
て
、
７
年
度
に
造
成
工

事
着
工
、
８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
て
取
り

組
む
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
１
月
末
現
在
、診
断
、設
計
、改
修
工
事
と
も
に
各

４
件
、老
朽
化
住
宅
除
却
は
２
件
が
完
了
。

　
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

に
よ
り
、
地
震
対
策
に
関
す
る
補
助
事
業
を
周
知
し

て
き
た
が
、
近
年
は
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。引
き
続

き
、
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
地
震
対
策
の
促
進
に

つ
な
が
る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
４
年
度
受
診
率（
速
報
値
）

　
46
・
88
％（
前
年
度
比
△
1
・
18
ポ
イ
ン
ト
）

　
集
団
健
診
は
、
前
年
度
か
ら
４
人
増
の
1
1
4
人

が
受
診
。個
別
受
診
勧
奨
や
受
診
時
間
指
定
に
よ
る

待
ち
時
間
短
縮
に
加
え
、希
望
調
査
票
と
健
診
日
の

間
隔
を
開
け
ず
、
確
実
に
受
診
い
た
だ
く
な
ど
健
診

に
来
て
も
ら
い
や
す
い
工
夫
に
よ
る
結
果
と
考
え
て

い
る
。

　
医
療
機
関
で
の
個
別
受
診
は
減
少
し
て
お
り
、
未

受
診
者
へ
の
追
加
勧
奨
や
健
康
増
進
事
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
特
定
健
診
の
必
要
性
を

周
知
す
る
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か
ら

だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
事
業
と
連
動
さ
せ
、
筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン

パ
ク
質
の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相

談
・
指
導
及
び
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
教
室
は
、
昨
年
８
月
か
ら
11
会
場
で
延

べ
93
人
が
参
加
。楽
し
く
運
動
で
き
て
よ
か
っ
た
と

の
感
想
が
多
く
、次
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭「
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
」

　
　
入
園
者
数
　
8
0
’0
6
5
人（
２
月
末
現
在
）

　
　（
前
年
度
同
期
5
5
’1
7
4
人
、＋
45
％

　
　  

令
和
２
年
同
期
4
6
’0
7
4
人
、＋
74
％
）

　
平
成
15
年
以
降
、初
め
て
入
園
者
数
が
８
万
人
を

超
え
た
。３
月
１
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
を「
春
の
開

園
」と
し
、
モ
ネ
の
絵
画「
ポ
プ
ラ
並
木
の
草
原
」を

再
現
し
た
春
の
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
，
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
を
開
催
。ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ら
ん
ま
ん
」の
放
送
を
契
機
と
捉
え
、
県
立
牧
野
植

物
園
と
初
の
試
み
と
な
る
共
同
企
画
〜
牧
野
植
物

園
と
の
入
園
済
チ
ケ
ッ
ト
相
互
利
用
割
引
制
度
〜

を
11
月
末
ま
で
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
集
客
に

向
け
て
施
設
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
と
聞
い
て

い
る
。

〇
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
1
4
’3
0
1
人

　（
２
月
末
現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
計
）

　（
前
年
度
同
期
1
4
’3
1
8
人

　 

令
和
２
年
度
同
期
1
1
’9
5
5
人
、約
＋
20
％)

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
密
状
態
を
回
避
し
た
宿
泊
予
約
の

対
応
を
継
続
中
、
感
染
第
８
波
の
影
響
を
受
け
た

が
、
１
月
以
降
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
物
価
高
騰
に
よ
る
返
礼
品
の
値
上
が
り
に
伴
い

寄
附
額
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、
社
会
経
済

活
動
の
再
開
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要
の
減
少
に
よ

り
、前
年
度
実
績
を
下
回
っ
て
推
移
。

　
１
月
末
現
在

　
5
’6
1
9
件

　（
前
年
度
同
期
7
’1
8
8
件
）

　
4
5
’6
8
5
千
円

　（
前
年
度
同
期
5
4
’5
3
8
千
円
▲
16
・
2
％
）

　
引
き
続
き
寄
附
者
の
方
に
対
し
て
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
企
画
す
る
な
ど
の
努
力
を
続
け
、
北
川
村
を

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
寄

附
者
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

■
教
育
関
係

〇
北
川
学

　
中
学
３
年
生
が「
全
国
に
北
川
村
の
関
係
人
口
を

増
や
し
た
い
」と
い
う
目
標
を
胸
に「
ゆ
ず
石
鹸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
企
画
。県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
に
向
け

て
も
広
く
こ
の
取
り
組
み
を
発
信
で
き
た
こ
と
か

ら
、十
分
に
目
標
を
達
成
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
北
川
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
の
活
動
が
、
２
月

３
日
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働

活
動
の
一
体
的
な
活
動
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」を
受
賞
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
と
学
校
・
保
護
者

が
情
報
共
有
し
取
り
組
ん
で
き
た
見
守
り
活
動
や
、

地
域
の
方
と
民
間
企
業
が
学
習
活
動
の
充
実
に
向
け

て
協
働
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

〇「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定

　「
基
本
理
念
、
目
標
、
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活

動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、15
年
間
の
一
貫
し
た

子
育
て
・
教
育
の
形
態
」の
６
つ
を
柱
と
し
、３
月
15

日
に
行
う
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て

策
定
す
る
。今
後
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
・
地
域
・
保
護
者
・
学
校
の
４
者
そ

れ
ぞ
れ
に
活
躍
で
き
る
体
制
を
整
え
た
う
え
で
保

小
中
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
中
で
、
プ
ラ

ン
の
検
証
と
磨
き
上
げ
を
行
っ
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
入
館
者
数（
１
月
末
現
在
）　
4
’1
1
0
人

　（
前
年
度
同
期
3
’7
5
9
人
、＋
９
％   

　 

令
和
３
年
度
同
期
3
’2
5
9
人
、＋
26
％
）

　
令
和
４
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営
。年
間
を
通
じ
た
集
客
に
つ
な
げ
る
に
は
、
企

画
展
に
加
え
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
十
分
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行
え
て
い
な
い
な
ど
の
課

題
が
見
え
て
き
た
。５
年
度
は
展
示
会
や
体
験
教
室

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
な
が
ら
、
６
年
度
に
迎

え
る
開
館
30
周
年
に
向
け
て
、Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、

各
種
広
告
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
に
取

り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

‥

一
般
質
問‥

　
水
源
地（
権
現
山
）へ
の
仮
設
道
に
つ
い
て

問
　
水
道
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

い
つ
ま
で
も
仮
設
道
で
は
駄
目
な
の
で
、今
後
、ど
の

よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
仮
設
道
路
周
辺
の
草
刈
り
、
修
繕
に
つ
い

て
問
う
。

和田　和恵　議員

山嶋　丈　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

９
　   

９        

４    

100
・
0
％  

44
・
4
％

現
年
予
算 

 

３４
　   

３１       

１８
　 

91
・
2
％   

52
・
9
％
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答

　村
長

　
仮
設
道
路
は
、村
が
施
工
し
て
い
る
簡
易
水
道
の

配
水
池
改
修
工
事
を
行
う
た
め
の
作
業
用
道
路
と

し
て
、
路
盤
に
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
固
め
る
安
定
処

理
を
行
い
利
用
し
て
い
る
。

　
配
水
池
の
工
事
は
、令
和
５
年
度
に
旧
配
水
池
の

撤
去
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
久
府
付
地
区
の
道
路

改
良
工
事
と
の
調
整
の
結
果
、令
和
５
年
か
ら
６
年

度
に
久
府
付
地
区
内
の
排
水
管
設
置
と
道
路
改
良

を
先
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、旧
配
水
池
の
撤

去
は
、令
和
７
年
度
の
実
施
の
予
定
と
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
に
は
、
管

理
道
路
と
し
て
必
要
な
道
路
な
の
で
、
地
区
の
地
権

者
と
協
議
を
行
い
、草
刈
り
等
の
維
持
管
理
を
含
め

て
、村
が
管
理
で
き
る
方
法
を
前
向
き
に
検
討
し
対

処
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
教
育
環
境
の
整
備
を
、令
和
元
年
度
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。北
川
村
文
教
施
設
、
子
育
て
環
境
等
整
備
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
３
月
議
会
定
例
会
一
般

質
問
で
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
質
し

て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
向
性
を
問

う
。

 

答
　
教
育
長

　
昨
年
３
月
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
答
弁

に
お
い
て
、
村
が
目
指
す
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育

て
教
育
の
在
り
方
と
、
そ
の
教
育
に
必
要
と
な
る
教

育
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
村
が
対
応
で
き

る
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
、教
育
水
準
書
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
と
答
弁
を
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
に
開
催
し
た
村
の

将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
、
保
護
者
懇
談
会
、
村
民

懇
談
会
等
で
の
意
見
か
ら
、村
の
教
育
の
方
向
性
を

は
じ
め
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、教
育
水
準
書
の
策
定
に
関
す
る
当

初
予
算
全
額
を
12
月
議
会
定
例
会
で
、
減
額
を
し

た
。

　
そ
の
後
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
、将

来
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
、そ
れ
に
伴
う
教
員
配

置
、
学
級
編
成
を
想
定
し
た
上
で
、
15
年
間
の
一
貫

し
た
子
育
て
、教
育
を
実
現
す
べ
く
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
の
ソ
フ
ト
面
、
運

営
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
実
施
計
画
で
あ
り
、現

段
階
で
は
、「
基
本
理
念
、目
標
、魅
力
と
特
色
あ
る

教
育
活
動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、15
年
間
の
一

貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
形
態
」
と
い
う
６
つ
を
柱

と
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
て
い

る
。

　
特
に
、「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」で
は
、①

北
川
学
、②
生
活
の
時
間
、③
言
葉
の
時
間
、④
異

文
化
理
解
の
時
間
の
４
項
目
を
位
置
づ
け
、保
小
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、体
験

的
で
探
求
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、今
後
、子
ど
も
た
ち
の
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

充
実
し
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的

な
教
育
環
境
を
、さ
ま
ざ
ま
な
学
習
制
度
や
学
習
ス

タ
イ
ル
と
合
わ
せ
て
検
証
し
て
い
く
。

　
例
え
ば
、②
生
活
の
時
間
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
立
に
向
け
、日
常
生
活
を
営
む
上
で
望
ま
し
い
行

動
や
、
生
活
の
知
恵
を
育
む
た
め
に
、
就
学
前
か
ら

食
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
食
育

活
動
を
中
心
に
学
び
、④
異
文
化
理
解
の
時
間
で

は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
中
学
校
に
お
け
る
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
フ
ラ

ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
体
験
学
習
を
見
据
え
、
外
国
文
化

に
関
わ
る
活
動
を
取
り
組
み
知
見
を
広
げ
る
た
め

北
川
村
な
ら
で
は
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
学
び
の
環
境
」で
は
、児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る

中
で
、
学
校
種
や
学
年
を
超
え
た
合
同
で
の
授
業

や
、全
校
活
動
、縦
割
り
活
動
に
よ
り
、主
体
的
な
学

び
の
育
成
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
教
育
内
容
を
い
か
よ
う
に
し
て
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
、
保
小
中
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
上
で
、ど
の
よ
う
な
環
境
が
必
要
で
あ
っ
て
、

不
足
は
な
い
の
か
な
ど
を
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
必

要
と
思
わ
れ
る
子
育
て
・
教
育
環
境
を
描
き
、地
域

か
ら
保
育
・
学
校
を
な
く
さ
ず
、北
川
村
の
子
育
て

教
育
環
境
を
失
う
こ
と
な
く
、守
り
抜
く
た
め
に
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
と

し
て
、
令
和
５
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
段
階
に
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。そ
の
後
、
策
定
実

施
を
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
を
か
け
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
新
た
な
項
目
も
取
り
入
れ
、
現
在
、
作
成
作
業
を

進
め
て
お
り
、こ
の
年
度
末
に
一
旦
原
案
と
い
う
形

○
村
道
橋
の
補
修

　
ボ
ル
ト
の
抜
け
落
ち
が
見
ら
れ
る
小
島
橋
の
補

修
設
計
を
実
施
、残
る
橋
梁
も
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
必
要
性
が
高
い
橋
梁
か
ら
修
繕
を
行
う
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
令
和
５
年
２
月
１
日
に
参
画
企
業
と
賃
貸
借
契

約
の
内
容
や
部
屋
割
り
な
ど
最
終
協
議
を
終
え
、
建

築
工
事
は
完
了
し
検
査
を
受
け
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、村
発
注
造
成
工
事
の
最
終
工
程
と
な
る

駐
車
場
の
舗
装
工
事
等
に
着
手
し
、３
月
末
完
了
予

定
。今
後
は
、入
居
に
向
け
、北
川
村
振
興
公
社
と
参

画
企
業
と
の
間
で
賃
貸
借
契
約
締
結
や
入
居
者
の

引
越
作
業
日
調
整
が
行
わ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

○
宅
地
造
成

　
野
友
角
木
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の
区
域

を
候
補
地
と
し
て
地
権
者
の
皆
様
か
ら
了
承
を
得

た
こ
と
か
ら
、造
成
区
域
約
1
・
6
ha
の
計
画
を
定

め
た
。

　
令
和
５
年
度
は
測
量
設
計
を
行
い
、
地
元
や
関
係

者
の
皆
様
へ
の
説
明
会
を
年
内
に
開
催
。６
年
度
に

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
な
ど
、関
係

法
令
の
許
認
可
手
続
き
を
経
て
、
７
年
度
に
造
成
工

事
着
工
、
８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
て
取
り

組
む
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
１
月
末
現
在
、診
断
、設
計
、改
修
工
事
と
も
に
各

４
件
、老
朽
化
住
宅
除
却
は
２
件
が
完
了
。

　
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

に
よ
り
、
地
震
対
策
に
関
す
る
補
助
事
業
を
周
知
し

て
き
た
が
、
近
年
は
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。引
き
続

き
、
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
地
震
対
策
の
促
進
に

つ
な
が
る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
令
和
４
年
度
受
診
率（
速
報
値
）

　
46
・
88
％（
前
年
度
比
△
1
・
18
ポ
イ
ン
ト
）

　
集
団
健
診
は
、
前
年
度
か
ら
４
人
増
の
1
1
4
人

が
受
診
。個
別
受
診
勧
奨
や
受
診
時
間
指
定
に
よ
る

待
ち
時
間
短
縮
に
加
え
、希
望
調
査
票
と
健
診
日
の

間
隔
を
開
け
ず
、
確
実
に
受
診
い
た
だ
く
な
ど
健
診

に
来
て
も
ら
い
や
す
い
工
夫
に
よ
る
結
果
と
考
え
て

い
る
。

　
医
療
機
関
で
の
個
別
受
診
は
減
少
し
て
お
り
、
未

受
診
者
へ
の
追
加
勧
奨
や
健
康
増
進
事
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
特
定
健
診
の
必
要
性
を

周
知
す
る
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か
ら

だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
事
業
と
連
動
さ
せ
、
筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン

パ
ク
質
の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相

談
・
指
導
及
び
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
教
室
は
、
昨
年
８
月
か
ら
11
会
場
で
延

べ
93
人
が
参
加
。楽
し
く
運
動
で
き
て
よ
か
っ
た
と

の
感
想
が
多
く
、次
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

■
観
光
の
振
興

○
モ
ネ
の
庭「
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
」

　
　
入
園
者
数
　
8
0
’0
6
5
人（
２
月
末
現
在
）

　
　（
前
年
度
同
期
5
5
’1
7
4
人
、＋
45
％

　
　  

令
和
２
年
同
期
4
6
’0
7
4
人
、＋
74
％
）

　
平
成
15
年
以
降
、初
め
て
入
園
者
数
が
８
万
人
を

超
え
た
。３
月
１
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
を「
春
の
開

園
」と
し
、
モ
ネ
の
絵
画「
ポ
プ
ラ
並
木
の
草
原
」を

再
現
し
た
春
の
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
，
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
を
開
催
。ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ら
ん
ま
ん
」の
放
送
を
契
機
と
捉
え
、
県
立
牧
野
植

物
園
と
初
の
試
み
と
な
る
共
同
企
画
〜
牧
野
植
物

園
と
の
入
園
済
チ
ケ
ッ
ト
相
互
利
用
割
引
制
度
〜

を
11
月
末
ま
で
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
集
客
に

向
け
て
施
設
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
と
聞
い
て

い
る
。

〇
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
1
4
’3
0
1
人

　（
２
月
末
現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
計
）

　（
前
年
度
同
期
1
4
’3
1
8
人

　 

令
和
２
年
度
同
期
1
1
’9
5
5
人
、約
＋
20
％)

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
密
状
態
を
回
避
し
た
宿
泊
予
約
の

対
応
を
継
続
中
、
感
染
第
８
波
の
影
響
を
受
け
た

が
、
１
月
以
降
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
物
価
高
騰
に
よ
る
返
礼
品
の
値
上
が
り
に
伴
い

寄
附
額
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、
社
会
経
済

活
動
の
再
開
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要
の
減
少
に
よ

り
、前
年
度
実
績
を
下
回
っ
て
推
移
。

　
１
月
末
現
在

　
5
’6
1
9
件

　（
前
年
度
同
期
7
’1
8
8
件
）

　
4
5
’6
8
5
千
円

　（
前
年
度
同
期
5
4
’5
3
8
千
円
▲
16
・
2
％
）

　
引
き
続
き
寄
附
者
の
方
に
対
し
て
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
企
画
す
る
な
ど
の
努
力
を
続
け
、
北
川
村
を

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
寄

附
者
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

■
教
育
関
係

〇
北
川
学

　
中
学
３
年
生
が「
全
国
に
北
川
村
の
関
係
人
口
を

増
や
し
た
い
」と
い
う
目
標
を
胸
に「
ゆ
ず
石
鹸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
企
画
。県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
に
向
け

て
も
広
く
こ
の
取
り
組
み
を
発
信
で
き
た
こ
と
か

ら
、十
分
に
目
標
を
達
成
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
北
川
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
の
活
動
が
、
２
月

３
日
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働

活
動
の
一
体
的
な
活
動
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」を
受
賞
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
と
学
校
・
保
護
者

が
情
報
共
有
し
取
り
組
ん
で
き
た
見
守
り
活
動
や
、

地
域
の
方
と
民
間
企
業
が
学
習
活
動
の
充
実
に
向
け

て
協
働
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

〇「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定

　「
基
本
理
念
、
目
標
、
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活

動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、15
年
間
の
一
貫
し
た

子
育
て
・
教
育
の
形
態
」の
６
つ
を
柱
と
し
、３
月
15

日
に
行
う
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て

策
定
す
る
。今
後
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
・
地
域
・
保
護
者
・
学
校
の
４
者
そ

れ
ぞ
れ
に
活
躍
で
き
る
体
制
を
整
え
た
う
え
で
保

小
中
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
中
で
、
プ
ラ

ン
の
検
証
と
磨
き
上
げ
を
行
っ
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
入
館
者
数（
１
月
末
現
在
）　
4
’1
1
0
人

　（
前
年
度
同
期
3
’7
5
9
人
、＋
９
％   

　 

令
和
３
年
度
同
期
3
’2
5
9
人
、＋
26
％
）

　
令
和
４
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営
。年
間
を
通
じ
た
集
客
に
つ
な
げ
る
に
は
、
企

画
展
に
加
え
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
十
分
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行
え
て
い
な
い
な
ど
の
課

題
が
見
え
て
き
た
。５
年
度
は
展
示
会
や
体
験
教
室

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
な
が
ら
、
６
年
度
に
迎

え
る
開
館
30
周
年
に
向
け
て
、Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、

各
種
広
告
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
に
取

り
組
む
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

‥

一
般
質
問‥

　
水
源
地（
権
現
山
）へ
の
仮
設
道
に
つ
い
て

問
　
水
道
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

い
つ
ま
で
も
仮
設
道
で
は
駄
目
な
の
で
、今
後
、ど
の

よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
仮
設
道
路
周
辺
の
草
刈
り
、
修
繕
に
つ
い

て
問
う
。

和田　和恵　議員

山嶋　丈　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

９
　   

９        

４    

100
・
0
％  

44
・
4
％

現
年
予
算 

 

３４
　   

３１       

１８
　 

91
・
2
％   

52
・
9
％
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で
仕
上
げ
る
が
、
法
令
や
制
度
上
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
等
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
の
で
、
令
和
５
年
度
に
は
、
県
教
育
委
員
会
と
さ

ら
に
連
携
を
深
め
、対
処
等
の
検
討
を
行
い
、ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
仕
上
げ
て
い
く
。

問
　
学
校
と
地
域
が
協
働
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
育
む
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
村
民
の
皆

さ
ん
へ
の
情
報
発
信
と
共
有
を
し
っ
か
り
行
っ
て
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。特
に
、ど
の
よ
う
に
伝

え
、
理
解
し
て
も
ら
う
か
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

ら
え
て
、
保
護
者
や
、
村
民
の
皆
様
と
も
情
報
共
有

を
図
り
、
よ
り
良
い
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
広

報
紙
、
チ
ラ
シ
な
ど
、
ま
た
座
談
会
等
の
機
会
と
手

段
を
見
つ
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
中
学
生
対
象

の
公
設
公
営
塾
に
お
い
て
は
、
学
校
の
教
科
学
習
に

と
ら
わ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
育
む
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

村
外
の
方
か
ら
英
語
教
育
へ
の
高
い
評
価
の
声
も
聞

い
て
い
る
が
、現
状
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

や
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
保
育
料
の
無

償
化
や
修
学
旅
行
費
用
の
補
助
、英
語
・
漢
字
検
定

な
ど
の
全
額
公
費
負
担
な
ど
経
済
的
な
支
援
の
実

施
や
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
学

校
の
支
援
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
等
を
配
置
し
、
ま

た
放
課
後
に
お
け
る
受
け
皿
と
し
て
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
や
公
設
公
営
塾
な
ど
、
他
町
村
に
先
駆
け
て

や
っ
て
こ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
面
で
は
、
学
び
の
充
実
や
学
校
と

地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
員

１
人
を
学
校
に
配
置
。機
器
の
使
用
方
法
や
、
ト
ラ

ブ
ル
対
応
、
教
員
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
電

子
黒
板
の
有
効
的
な
活
用
に
よ
る
授
業
づ
く
り
の

研
究
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、北
川
学
や
英
会
話
な

ど
、
海
外
や
村
外
の
企
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
価
値
観
や
文
化
に
触

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
、
探
求
的
な
学
び
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
進
め

て
い
る
。児
童
生
徒
が
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
学
校

休
む
場
合
な
ど
、授
業
を
家
庭
に
配
信
す
る
体
制
を

整
え
、
学
び
を
保
障
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
し

て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
の
取
り
組
み

と
し
て
、Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
が
あ
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
令
和
２

年
度
中
に
、
国
際
交
流
員
、
外
国
語
指
導
助
手
が
相

次
い
で
帰
国
と
な
り
、
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
で

行
っ
て
い
た
英
語
教
育
の
体
制
が
一
変
し
た
。そ
の

な
か
で
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
国
の
エ

ド
テ
ッ
ク
事
業
を
活
用
し
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
を
導
入
。パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ホ
か
ら

接
続
で
き
て
、24
時
間
3
6
5
日
、い
つ
で
も
ど
こ
で

も
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。指
導
に
は
1
2
0
カ
国
以
上

の
多
彩
な
講
師
が
当
た
り
、
保
育
、
小
学
校
で
は
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
、
中
学
校
で
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ

ス
ン
を
全
て
英
語
で
行
っ
て
い
る
。導
入
か
ら
２
年

が
経
過
し
、聞
く
力
、話
す
力
が
徐
々
に
鍛
え
ら
れ
、

英
語
力
が
身
に
つ
き
つ
つ
あ
り
、
学
力
調
査
で
英
語

力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
教
職
員
の
従
来
業
務
へ
の
効
率
化
、
働
き
方

改
革
に
も
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
持
続
し
て
い
く
た
め
の
体

制
づ
く
り
は
整
っ
て
い
る
の
か
。今
の
課
題
と
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
自
体
が
、
教
育
用
の
学
習

ツ
ー
ル
と
し
て
力
が
入
っ
て
い
る
。教
員
の
働
き
方

改
革
等
に
つ
い
て
は
情
報
の
共
有
の
面
で
は
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
は
思
っ
て
お

り
、
学
校
の
ほ
う
で
も
目
標
に
し
て
取
り
組
み
、
勤

務
時
間
の
適
正
化
な
ど
に
貢
献
で
き
た
ら
と
期
待

を
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
の
持
続
に
つ
い
て
、
体
制
を
整
備
す

る
た
め
の
１
番
の
課
題
は
人
材
の
確
保
に
あ
る
。放

課
後
子
ど
も
教
室
や
公
設
公
営
塾
、保
育
士
の
職
員

の
確
保
、
ま
た
、
事
業
を
す
る
た
め
に
は
受
託
い
た

だ
け
る
人
材
や
企
業
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
、

村
の
職
員
以
外
の
部
分
に
依
存
を
し
て
お
り
、
常
に

リ
ス
ク
が
伴
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
が
、
必

要
な
も
の
は
持
続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。新
た
な
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
村
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
声

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
、
保
育
を
な
く
さ
な
い
と
い
う

思
い
は
全
て
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
施
策
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
検
討
し
た

い
。

　
ま
た
、
村
で
生
活
す
る
う
え
で
、
ほ
か
の
自
治
体

と
の
公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ
る
不
平
等
、不
利

益
な
ど
を
被
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
上
村
村
政
の
総
括
と

　
３
期
目
の
政
策
に
つ
い
て
　

問
　
上
村
村
長
は
３
期
目
に
挑
戦
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、２
期
８
年
の
総
括
を
問
う
。

　
特
に
、

　
副
村
長
の
２
人
制
の
効
果
実
績

　
政
策
参
与
の
効
果
実
績

　
公
認
心
理
師
の
効
果
実
績
　
に
つ
い
て
。

 

答
　
村
長

　
二
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を

育
む
ゆ
ず
王
国
に
向
け
、
多
様
な
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。

①「
北
川
村
に
住
ん
で
、働
い
て
、生
活
で
き
る
収
入

を
得
ら
れ
る
産
業
の
構
築
」

　
１
期
目
で
は
、
北
川
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

農
業
基
盤
整
備
事
業
の
制
度
を
国
が
創
設
し
て
く

だ
さ
り
、
産
業
構
築
の
土
台
と
な
る
ほ
場
整
備
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。こ
の
事
業
実
施

に
よ
り
、
北
川
村
で
暮
ら
す
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た

農
業
で
生
計
を
立
て
る
起
業
家
農
業
者
の
育
成
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
、
高
知
大
学
農
学

部
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
産
業
構
築
に
係
る
ソ
フ

ト
事
業
へ
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
。加
え
て
、農
作
物

を
効
率
的
に
都
市
部
な
ど
の
消
費
地
へ
搬
送
で
き
る

道
路
整
備
に
お
い
て
も
、
野
根
安
倉
間
が
、
計
画
段

階
評
価
か
ら
前
進
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
。

　
２
期
目
で
は
、
令
和
３
年
度
に
第
１
期
北
川
モ
デ

ル
5
・
4
ha
の
工
事
が
完
了
、
令
和
４
年
12
月
に
第

２
期
北
川
モ
デ
ル
6
・
1
ha
が
計
画
確
定
と
な
り
、

野
友
地
区
大
規
模
ほ
場
整
備
12
・
1
ha
や
残
土
を

活
用
し
た
和
田
地
区
の
ほ
場
整
備
な
ど
と
と
も
に

地
域
の
協
力
の
も
と
遂
行
し
て
い
る
。野
友
地
区
ほ

場
整
備
は
、
堤
防
整
備
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。な
お
、令
和
２
年
に
和
田
日

曽
裏
地
区
の
残
土
活
用
ほ
場
整
備
工
事
1
・
6
ha

が
完
了
し
て
い
る
。令
和
５
年
度
に
は
、
和
田
日
浦

地
区
の
残
土
活
用
区
の
ほ
場
整
備
工
事
2
・
7
ha

が
完
成
予
定
で
、
現
在
の
確
保
見
込
み
可
能
面
積
は

27
・
9
ha
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
策
定
に

取
り
組
み
、令
和
５
年
２
月
、概
要
を
整
理
。生
産
力

の
強
化
と
販
売
力
の
強
化
の
二
つ
を
大
き
な
柱
と

し
、
関
連
す
る
施
策
と
取
組
内
容
の
整
理
を
進
め
、

起
業
者
農
業
者
を
確
保
す
る
た
め
、関
連
す
る
事
業

を
効
果
的
に
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
産
業
振
興
に
関
連
す
る
村
内
の
企
業
や
団
体
等

で
就
労
さ
れ
る
方
の
定
住
を
促
進
す
る
共
同
社
員

住
宅
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
入
居
開
始
に

向
け
て
、
参
画
企
業
と
協
議
を
終
え
た
。こ
の
共
同

社
員
住
宅
の
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
村
の
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
小
水
力
事
業
な
ど
を
担
う
団
体

と
し
て
北
川
村
振
興
公
社
を
設
立
し
た
。

②「
北
川
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
生
活
環
境
の
整
備
」

　
教
育
改
革
の
基
礎
構
築
を
行
う
た
め
に
、特
任
次

長
を
配
置
。令
和
元
年
度
に
、
産
業
を
理
解
し
教
育

に
関
心
の
あ
る
方
、
教
育
の
専
門
家
、
村
の
職
員
か

ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。当
初

に
、
基
幹
産
業
を
理
解
し
、
経
済
的
な
理
論
を
持
つ

農
林
水
産
省
の
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

自
ら
幼
少
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
城
内
里
美
氏
を
、

参
与
と
し
て
任
命
。そ
の
後
、
野
見
山
誉
副
村
長
が

就
任
し
、以
降
、本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
副
村
長
に
つ
い
て
は
、就
任
当
初
か
ら
、北
川
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
子
ど
も
た
ち
に
理
解
し

接
し
て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
実
質
的
責
任
者
と
し
て
活
動
し
、
多
様
な
企
業

と
の
連
携
を
軸
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
事
業
に

始
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、15
年
間

の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
係
る
土

台
を
築
い
て
き
た
。

　
参
与
に
つ
い
て
は
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
の
柱
の
一
つ
と
な
る
食
育
を
提
案
。こ
の
食
育

か
ら
始
ま
る
食
の
大
切
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」
の
根
幹
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
の
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ト
ー
タ
ル

で
健
康
考
え
る
重
要
な
源
と
も
な
っ
て
い
る
。さ
ら

に
、公
認
心
理
師
の
着
任
に
も
尽
力
い
た
だ
い
た
。

　
公
認
心
理
師
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
の

特
性
や
成
長
記
録
資
料
を
整
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
た
子
育
て
教
育
に
取
り
組
め
る
よ
う
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
政
策
参
与
が
着
任
し
た
当
時
、役
場
の
係
長
ク

ラ
ス
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、事
務
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
そ
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
の
か
。

　
副
村
長
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
視
野
で
種
は
ま
い

て
く
れ
た
が
、
そ
れ
を
育
て
上
げ
る
人
材
が
不
足
で

は
な
い
か
と
非
常
に
気
に
し
て
い
る
。先
日
、見
学
し

た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
、
消
毒
す
る
機
械
モ
バ
イ
ル

ム
ー
バ
ー
を
見
た
と
き
に
北
川
モ
デ
ル
で
も
で
き
る

と
村
長
は
言
わ
れ
た
。私
は
、
野
友
地
区
で
あ
れ
ば

ゆ
ず
や
施
設
園
芸
も
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
機
械
を
村
が
購
入
し
、
公
社
に
管
理
し

て
対
応
さ
せ
る
よ
う
な
準
備
が
あ
る
の
か
。内
城
土

壌
菌
も
利
用
せ
ず
途
中
で
や
め
た
。継
続
性
が
な

い
。そ
う
い
う
面
で
人
材
不
足
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
当
初
依
頼
し
て
か

ら
２
年
間
が
ほ
ぼ
経
ち
か
け
て
い
る
。こ
れ
は
現
場

が
動
か
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
痛
感
し
て

い
る
。い
ろ
い
ろ
対
策
は
講
じ
て
い
る
が
、結
果
は
出

て
い
な
い
。今
後
、体
制
を
動
い
て
い
く
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
副
村
長
の
対
策
、
対
応
の
中
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
関
係
で
５
Ｇ
の
こ
と
も
、
今
年
か
ら
動
い
て
い

く
が
、モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
に
つ
い
て
も
、今
回
確
認

し
た
中
で
、
活
用
の
可
能
性
が
か
な
り
高
い
と
感
じ

て
い
る
。モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
は
、屋
外
園
地
だ
け
で

な
く
、
ハ
ウ
ス
内
等
々
も
使
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

問
　
村
長
は
就
任
当
初
、
オ
ー
ル
北
川
で
や
る
よ
と

口
癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
か
そ

う
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。ふ
る
さ
と
納

税
が
オ
ー
ル
北
川
で
取
り
組
む
一
番
身
近
な
事
業

だ
と
思
う
が
、
顕
彰
会
に
投
げ
か
け
た
ら
任
せ
っ
き

り
の
感
じ
が
し
て
、
あ
ま
り
新
た
な
返
礼
品
も
出
て

こ
ず
、
毎
年
5
’0
0
0
万
円
6
’0
0
0
万
円
あ
た

り
で
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
。収
量
の
少
な
い
と
こ

ろ
で
も
、
頑
張
れ
ば
返
礼
品
に
で
き
る
と
い
う
形
で

村
民
も
巻
き
込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

　
北
川
モ
デ
ル
も
、
順
調
に
苗
が
育
っ
て
い
る
と
い

う
が
、
不
成
功
園
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
始
め
た
。

こ
れ
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。３
期
目
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
出
馬
に
際
し
掲
げ
る
政
策
と
し
て
と
ら
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　「
北
川
村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を

得
ら
れ
る
産
業
の
構
築
」
と
、「
北
川
村
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」

の
大
き
く
二
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
村
政
運
営
に
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
何
ら
変

わ
り
な
い
。

　
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
振
興
や
、
15

年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
、
日
本

一
元
気
な
村
づ
く
り
な
ど
五
つ
の
基
本
政
策
を
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
取
り
ま
と
め
、取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、こ

れ
を
踏
襲
し
て
動
か
し
て
い
き
た
い
。

　
産
業
構
築
に
係
る
ハ
ー
ド
面
で
は
、
第
３
期
北
川

モ
デ
ル
に
向
け
て
、
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
及
び
野
友

地
区
大
規
模
ほ
場
整
備
の
工
事
完
了
後
、直
ち
に
第

３
期
の
北
川
モ
デ
ル
の
対
応
を
図
り
、
生
産
効
率
の

よ
い
ほ
場
整
備
さ
れ
た
園
地
を
確
保
し
、
効
果
的
に

濵渦　康雄　議員
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で
仕
上
げ
る
が
、
法
令
や
制
度
上
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
等
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
の
で
、
令
和
５
年
度
に
は
、
県
教
育
委
員
会
と
さ

ら
に
連
携
を
深
め
、対
処
等
の
検
討
を
行
い
、ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
仕
上
げ
て
い
く
。

問
　
学
校
と
地
域
が
協
働
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
育
む
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
村
民
の
皆

さ
ん
へ
の
情
報
発
信
と
共
有
を
し
っ
か
り
行
っ
て
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。特
に
、ど
の
よ
う
に
伝

え
、
理
解
し
て
も
ら
う
か
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

ら
え
て
、
保
護
者
や
、
村
民
の
皆
様
と
も
情
報
共
有

を
図
り
、
よ
り
良
い
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
広

報
紙
、
チ
ラ
シ
な
ど
、
ま
た
座
談
会
等
の
機
会
と
手

段
を
見
つ
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
中
学
生
対
象

の
公
設
公
営
塾
に
お
い
て
は
、
学
校
の
教
科
学
習
に

と
ら
わ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
探
求
心
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
育
む
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

村
外
の
方
か
ら
英
語
教
育
へ
の
高
い
評
価
の
声
も
聞

い
て
い
る
が
、現
状
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

や
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
保
育
料
の
無

償
化
や
修
学
旅
行
費
用
の
補
助
、英
語
・
漢
字
検
定

な
ど
の
全
額
公
費
負
担
な
ど
経
済
的
な
支
援
の
実

施
や
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
学

校
の
支
援
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
等
を
配
置
し
、
ま

た
放
課
後
に
お
け
る
受
け
皿
と
し
て
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
や
公
設
公
営
塾
な
ど
、
他
町
村
に
先
駆
け
て

や
っ
て
こ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
面
で
は
、
学
び
の
充
実
や
学
校
と

地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
員

１
人
を
学
校
に
配
置
。機
器
の
使
用
方
法
や
、
ト
ラ

ブ
ル
対
応
、
教
員
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
電

子
黒
板
の
有
効
的
な
活
用
に
よ
る
授
業
づ
く
り
の

研
究
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、北
川
学
や
英
会
話
な

ど
、
海
外
や
村
外
の
企
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
価
値
観
や
文
化
に
触

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
、
探
求
的
な
学
び
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
進
め

て
い
る
。児
童
生
徒
が
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
学
校

休
む
場
合
な
ど
、授
業
を
家
庭
に
配
信
す
る
体
制
を

整
え
、
学
び
を
保
障
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
し

て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
の
取
り
組
み

と
し
て
、Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
が
あ
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
令
和
２

年
度
中
に
、
国
際
交
流
員
、
外
国
語
指
導
助
手
が
相

次
い
で
帰
国
と
な
り
、
保
育
・
小
学
校
・
中
学
校
で

行
っ
て
い
た
英
語
教
育
の
体
制
が
一
変
し
た
。そ
の

な
か
で
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
国
の
エ

ド
テ
ッ
ク
事
業
を
活
用
し
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
を
導
入
。パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ホ
か
ら

接
続
で
き
て
、24
時
間
3
6
5
日
、い
つ
で
も
ど
こ
で

も
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。指
導
に
は
1
2
0
カ
国
以
上

の
多
彩
な
講
師
が
当
た
り
、
保
育
、
小
学
校
で
は
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
、
中
学
校
で
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ

ス
ン
を
全
て
英
語
で
行
っ
て
い
る
。導
入
か
ら
２
年

が
経
過
し
、聞
く
力
、話
す
力
が
徐
々
に
鍛
え
ら
れ
、

英
語
力
が
身
に
つ
き
つ
つ
あ
り
、
学
力
調
査
で
英
語

力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
教
職
員
の
従
来
業
務
へ
の
効
率
化
、
働
き
方

改
革
に
も
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
う
が
、
そ
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
持
続
し
て
い
く
た
め
の
体

制
づ
く
り
は
整
っ
て
い
る
の
か
。今
の
課
題
と
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
自
体
が
、
教
育
用
の
学
習

ツ
ー
ル
と
し
て
力
が
入
っ
て
い
る
。教
員
の
働
き
方

改
革
等
に
つ
い
て
は
情
報
の
共
有
の
面
で
は
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
は
思
っ
て
お

り
、
学
校
の
ほ
う
で
も
目
標
に
し
て
取
り
組
み
、
勤

務
時
間
の
適
正
化
な
ど
に
貢
献
で
き
た
ら
と
期
待

を
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
の
持
続
に
つ
い
て
、
体
制
を
整
備
す

る
た
め
の
１
番
の
課
題
は
人
材
の
確
保
に
あ
る
。放

課
後
子
ど
も
教
室
や
公
設
公
営
塾
、保
育
士
の
職
員

の
確
保
、
ま
た
、
事
業
を
す
る
た
め
に
は
受
託
い
た

だ
け
る
人
材
や
企
業
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
、

村
の
職
員
以
外
の
部
分
に
依
存
を
し
て
お
り
、
常
に

リ
ス
ク
が
伴
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
が
、
必

要
な
も
の
は
持
続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。新
た
な
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
村
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
声

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
、
保
育
を
な
く
さ
な
い
と
い
う

思
い
は
全
て
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
施
策
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
検
討
し
た

い
。

　
ま
た
、
村
で
生
活
す
る
う
え
で
、
ほ
か
の
自
治
体

と
の
公
平
性
や
地
理
的
条
件
に
よ
る
不
平
等
、不
利

益
な
ど
を
被
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
上
村
村
政
の
総
括
と

　
３
期
目
の
政
策
に
つ
い
て
　

問
　
上
村
村
長
は
３
期
目
に
挑
戦
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、２
期
８
年
の
総
括
を
問
う
。

　
特
に
、

　
副
村
長
の
２
人
制
の
効
果
実
績

　
政
策
参
与
の
効
果
実
績

　
公
認
心
理
師
の
効
果
実
績
　
に
つ
い
て
。

 

答
　
村
長

　
二
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
千
人
の
家
族
が
子
ど
も
を

育
む
ゆ
ず
王
国
に
向
け
、
多
様
な
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。

①「
北
川
村
に
住
ん
で
、働
い
て
、生
活
で
き
る
収
入

を
得
ら
れ
る
産
業
の
構
築
」

　
１
期
目
で
は
、
北
川
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

農
業
基
盤
整
備
事
業
の
制
度
を
国
が
創
設
し
て
く

だ
さ
り
、
産
業
構
築
の
土
台
と
な
る
ほ
場
整
備
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。こ
の
事
業
実
施

に
よ
り
、
北
川
村
で
暮
ら
す
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た

農
業
で
生
計
を
立
て
る
起
業
家
農
業
者
の
育
成
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
、
高
知
大
学
農
学

部
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
産
業
構
築
に
係
る
ソ
フ

ト
事
業
へ
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
。加
え
て
、農
作
物

を
効
率
的
に
都
市
部
な
ど
の
消
費
地
へ
搬
送
で
き
る

道
路
整
備
に
お
い
て
も
、
野
根
安
倉
間
が
、
計
画
段

階
評
価
か
ら
前
進
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
。

　
２
期
目
で
は
、
令
和
３
年
度
に
第
１
期
北
川
モ
デ

ル
5
・
4
ha
の
工
事
が
完
了
、
令
和
４
年
12
月
に
第

２
期
北
川
モ
デ
ル
6
・
1
ha
が
計
画
確
定
と
な
り
、

野
友
地
区
大
規
模
ほ
場
整
備
12
・
1
ha
や
残
土
を

活
用
し
た
和
田
地
区
の
ほ
場
整
備
な
ど
と
と
も
に

地
域
の
協
力
の
も
と
遂
行
し
て
い
る
。野
友
地
区
ほ

場
整
備
は
、
堤
防
整
備
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。な
お
、令
和
２
年
に
和
田
日

曽
裏
地
区
の
残
土
活
用
ほ
場
整
備
工
事
1
・
6
ha

が
完
了
し
て
い
る
。令
和
５
年
度
に
は
、
和
田
日
浦

地
区
の
残
土
活
用
区
の
ほ
場
整
備
工
事
2
・
7
ha

が
完
成
予
定
で
、
現
在
の
確
保
見
込
み
可
能
面
積
は

27
・
9
ha
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
策
定
に

取
り
組
み
、令
和
５
年
２
月
、概
要
を
整
理
。生
産
力

の
強
化
と
販
売
力
の
強
化
の
二
つ
を
大
き
な
柱
と

し
、
関
連
す
る
施
策
と
取
組
内
容
の
整
理
を
進
め
、

起
業
者
農
業
者
を
確
保
す
る
た
め
、関
連
す
る
事
業

を
効
果
的
に
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
産
業
振
興
に
関
連
す
る
村
内
の
企
業
や
団
体
等

で
就
労
さ
れ
る
方
の
定
住
を
促
進
す
る
共
同
社
員

住
宅
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
入
居
開
始
に

向
け
て
、
参
画
企
業
と
協
議
を
終
え
た
。こ
の
共
同

社
員
住
宅
の
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
村
の
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
小
水
力
事
業
な
ど
を
担
う
団
体

と
し
て
北
川
村
振
興
公
社
を
設
立
し
た
。

②「
北
川
村
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
生
活
環
境
の
整
備
」

　
教
育
改
革
の
基
礎
構
築
を
行
う
た
め
に
、特
任
次

長
を
配
置
。令
和
元
年
度
に
、
産
業
を
理
解
し
教
育

に
関
心
の
あ
る
方
、
教
育
の
専
門
家
、
村
の
職
員
か

ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。当
初

に
、
基
幹
産
業
を
理
解
し
、
経
済
的
な
理
論
を
持
つ

農
林
水
産
省
の
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

自
ら
幼
少
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
城
内
里
美
氏
を
、

参
与
と
し
て
任
命
。そ
の
後
、
野
見
山
誉
副
村
長
が

就
任
し
、以
降
、本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
副
村
長
に
つ
い
て
は
、就
任
当
初
か
ら
、北
川
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
子
ど
も
た
ち
に
理
解
し

接
し
て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
実
質
的
責
任
者
と
し
て
活
動
し
、
多
様
な
企
業

と
の
連
携
を
軸
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
事
業
に

始
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、15
年
間

の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
に
係
る
土

台
を
築
い
て
き
た
。

　
参
与
に
つ
い
て
は
、
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て

教
育
の
柱
の
一
つ
と
な
る
食
育
を
提
案
。こ
の
食
育

か
ら
始
ま
る
食
の
大
切
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

「
き
た
が
わ
ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」
の
根
幹
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
の
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ト
ー
タ
ル

で
健
康
考
え
る
重
要
な
源
と
も
な
っ
て
い
る
。さ
ら

に
、公
認
心
理
師
の
着
任
に
も
尽
力
い
た
だ
い
た
。

　
公
認
心
理
師
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
一
人
一
人
の

特
性
や
成
長
記
録
資
料
を
整
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
た
子
育
て
教
育
に
取
り
組
め
る
よ
う
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
政
策
参
与
が
着
任
し
た
当
時
、役
場
の
係
長
ク

ラ
ス
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、事
務
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
そ
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
の
か
。

　
副
村
長
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
視
野
で
種
は
ま
い

て
く
れ
た
が
、
そ
れ
を
育
て
上
げ
る
人
材
が
不
足
で

は
な
い
か
と
非
常
に
気
に
し
て
い
る
。先
日
、見
学
し

た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
、
消
毒
す
る
機
械
モ
バ
イ
ル

ム
ー
バ
ー
を
見
た
と
き
に
北
川
モ
デ
ル
で
も
で
き
る

と
村
長
は
言
わ
れ
た
。私
は
、
野
友
地
区
で
あ
れ
ば

ゆ
ず
や
施
設
園
芸
も
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
機
械
を
村
が
購
入
し
、
公
社
に
管
理
し

て
対
応
さ
せ
る
よ
う
な
準
備
が
あ
る
の
か
。内
城
土

壌
菌
も
利
用
せ
ず
途
中
で
や
め
た
。継
続
性
が
な

い
。そ
う
い
う
面
で
人
材
不
足
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
当
初
依
頼
し
て
か

ら
２
年
間
が
ほ
ぼ
経
ち
か
け
て
い
る
。こ
れ
は
現
場

が
動
か
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
痛
感
し
て

い
る
。い
ろ
い
ろ
対
策
は
講
じ
て
い
る
が
、結
果
は
出

て
い
な
い
。今
後
、体
制
を
動
い
て
い
く
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
副
村
長
の
対
策
、
対
応
の
中
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業

実
証
関
係
で
５
Ｇ
の
こ
と
も
、
今
年
か
ら
動
い
て
い

く
が
、モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
に
つ
い
て
も
、今
回
確
認

し
た
中
で
、
活
用
の
可
能
性
が
か
な
り
高
い
と
感
じ

て
い
る
。モ
バ
イ
ル
ム
ー
バ
ー
は
、屋
外
園
地
だ
け
で

な
く
、
ハ
ウ
ス
内
等
々
も
使
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

問
　
村
長
は
就
任
当
初
、
オ
ー
ル
北
川
で
や
る
よ
と

口
癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
か
そ

う
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。ふ
る
さ
と
納

税
が
オ
ー
ル
北
川
で
取
り
組
む
一
番
身
近
な
事
業

だ
と
思
う
が
、
顕
彰
会
に
投
げ
か
け
た
ら
任
せ
っ
き

り
の
感
じ
が
し
て
、
あ
ま
り
新
た
な
返
礼
品
も
出
て

こ
ず
、
毎
年
5
’0
0
0
万
円
6
’0
0
0
万
円
あ
た

り
で
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
。収
量
の
少
な
い
と
こ

ろ
で
も
、
頑
張
れ
ば
返
礼
品
に
で
き
る
と
い
う
形
で

村
民
も
巻
き
込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

　
北
川
モ
デ
ル
も
、
順
調
に
苗
が
育
っ
て
い
る
と
い

う
が
、
不
成
功
園
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
始
め
た
。

こ
れ
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。３
期
目
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
出
馬
に
際
し
掲
げ
る
政
策
と
し
て
と
ら
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　「
北
川
村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を

得
ら
れ
る
産
業
の
構
築
」
と
、「
北
川
村
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」

の
大
き
く
二
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
村
政
運
営
に
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
何
ら
変

わ
り
な
い
。

　
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
ゆ
ず
栽
培
を
軸
と
し
た
農
業
振
興
や
、
15

年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
教
育
環
境
の
整
備
、
日
本

一
元
気
な
村
づ
く
り
な
ど
五
つ
の
基
本
政
策
を
北

川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し

て
取
り
ま
と
め
、取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、こ

れ
を
踏
襲
し
て
動
か
し
て
い
き
た
い
。

　
産
業
構
築
に
係
る
ハ
ー
ド
面
で
は
、
第
３
期
北
川

モ
デ
ル
に
向
け
て
、
第
２
期
北
川
モ
デ
ル
及
び
野
友

地
区
大
規
模
ほ
場
整
備
の
工
事
完
了
後
、直
ち
に
第

３
期
の
北
川
モ
デ
ル
の
対
応
を
図
り
、
生
産
効
率
の

よ
い
ほ
場
整
備
さ
れ
た
園
地
を
確
保
し
、
効
果
的
に

濵渦　康雄　議員
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配
分
す
る
た
め
中
期
計
画
を
定
め
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
産
業
構
築
、
こ
の
分
野
の
機
動
化
に
向
け
た
対

応
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
循
環
す
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産

業
と
教
育
が
リ
ン
ク
し
て
、
密
接
に
絡
み
あ
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
、
魅
力
あ

る
子
育
て
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。子

育
て
教
育
環
境
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
作
業
を

進
め
、持
続
す
る
子
育
て
教
育
環
境
を
絶
え
ず
望
む

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
き
た
が
わ

ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。こ
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
蓄
積
し
た
情

報
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
に
計
画
を
見
直
し
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
を
策
定
し
て
実
行
し
て

い
く
。福
祉
と
社
会
教
育
の
両
分
野
で
連
携
し
促
進

で
き
る
、体
制
を
整
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
や
る
手
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
考
え
て
き
て
い
る
。健
康
検
診

に
し
て
も
、ほ
場
整
備
し
て
も
、ど
の
よ
う
な
事
業
に

対
し
て
も
、
全
て
に
お
い
て
オ
ー
ル
北
川
村
で
や
ら

な
い
と
物
事
は
成
り
立
た
な
い
。

　
村
民
の
皆
様
の
お
許
し
が
あ
れ
ば
、
次
の
４
年
間

も
引
き
続
き
北
川
村
長
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
政

課
題
に
対
し
、
全
身
全
霊
を
傾
け
、
常
に
進
取
果
敢

に
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力

と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

　　
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
に
つ
い
て
　

問
　
北
川
村
が
進
め
て
い
た
小
水
力
発
電
計
画
も
、

申
請
内
容
に
含
ん
だ
環
境
省
募
集
の
脱
炭
素
先
行

地
域
に
応
募
す
る
べ
く
計
画
を
鋭
意
進
め
て
い
る

と
思
う
が
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
環
境
省
に
よ
る
第
３
回
脱
炭
素
先
行
地
域
の
募

集
に
向
け
て
、
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識

者
、
ま
た
、
県
環
境
計
画
企
画
課
な
ど
９
人
の
委
員

で
構
成
す
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
９
月
以
降
、
計
３

回
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。検
討
会
で
は
基
礎
調
査

を
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
検
討
や
二
酸
化
炭
素
削

減
量
の
把
握
、
地
域
内
で
の
循
環
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
、
環
境
省
四
国
事
務
所
の

方
々
に
も
複
数
回
に
わ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能
性
の
高
い
事
業

を
選
定
し
、３
月
上
旬
に
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提

案
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
３
月
14
日
に
環
境
省
四

国
事
務
所
に
提
出
し
た
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

３
月
下
旬
に
環
境
省
に
よ
る
脱
炭
素
先
行
地
域
評

価
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
４

月
下
旬
以
降
に
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
。今

後
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
し
っ
か
り
対
応
し
選
定
さ
れ
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
令
和
４
年
12
月
に
脱
酸
素
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
村
民
に
実
施
し
た
が
、
結
果
集
計
に
つ
い
て
問

う
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提
案
書
を
作
成
す
る
に

当
た
り
、
地
域
の
方
々
の
脱
炭
素
へ
の
関
心
な
ど
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、令
和
４
年
12
月
中
旬

か
ら
令
和
５
年
１
月
中
旬
に
か
け
て
戸
別
訪
問
型

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
回
答
率
は
65
％
で
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
へ
の
関

心
が
80
％
と
高
く
、
再
エ
ネ
電
気
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
電
気
料
金
の
設
定
に
よ
る
も
の
の
利
用
主
体
と

の
回
答
が
、94
％
に
上
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
十
分
な
補
助
金
が
あ
れ

ば
と
い
う
前
提
に
な
る
が
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
は
40
％
、
蓄
電
池
の
設
置
は
51
％
、
電
気
自
動
車

の
購
入
は
41
％
の
方
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
状
況
。

　
一
方
で
、
再
エ
ネ
電
気
の
利
用
や
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
の
設
置
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
方
や
導
入
で
き
な
い
方
も
半
数
程
度

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
取
り
組
む
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
導
入
で
き
な
い
要
因
の
把
握
と
必
要
な
対
策

を
検
討
し
、対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
脱
炭
素
を
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
役
場
だ
け
で
な

く
、
オ
ー
ル
北
川
村
で
取
り
組
み
、
多
く
の
人
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
行
動
に
移
し
て
も
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
水
道
資
源
整
水
源
調
査
に
つ
い
て
　

問
　
平
鍋
、西
谷
、弘
瀬
地
区
に
お
い
て
、水
道
の
水

源
調
査
が
終
了
し
結
果
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、給
水
量
等
の
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
平
鍋
地
区
供
給
量
に
お
い
て
最
大
使
用
量

を
確
保
で
き
て
い
る
か
問
う
。平
鍋
地
区
に
お
い
て
、

こ
れ
は
林
野
庁
の
砂
防
の
関
係
で
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
協
議
し
た
の

か
。

 

答
　
村
長

　
平
鍋
地
区
に
つ
い
て
は
、
２
カ
所
の
水
源
調
査
が

完
了
し
て
お
り
、
集
落
下
流
の
谷
沿
い
で
は
、
12
月

の
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分
27
ℓ
、
渇
水
時
期
の
２
月

に
17
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
い
る
。集
落
下
の
ダ
ム

沿
い
で
は
４
ｍ
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
、
取
水
に
適
し
な
い

泥
岩
が
出
た
た
め
水
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、
１
人
１
日
当
た
り
の

計
画
給
水
量
3
0
0
ℓ
に
、給
水
人
口
18
人
を
乗
じ

た
、計
画
給
水
量
5
’4
0
0
ℓ
に
対
し
、毎
分
17
ℓ

の
取
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
安
全
率
70
％
を
乗

じ
て
、１
日
の
最
大
給
水
量
は
1
万
7
’13
ℓ
で
計
画

給
水
量
は
確
保
で
き
て
い
る
。配
水
地
は
45
㎥
、
4

万
5
’0
0
0
ℓ
の
容
量
が
あ
り
、
１
度
に
多
量
の

水
を
使
用
し
て
も
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
西
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分

21
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
お
り
、
給
水
人
口
８
人
に

よ
る
１
日
の
計
画
給
水
量
2
’4
0
0
ℓ
に
対
し
、

毎
分
21
ℓ
の
給
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
１
日
の

最
大
給
水
量
は
2
万
1
’1
6
8
ℓ
で
計
画
給
水
量

は
確
保
で
き
て
い
る
。

　
弘
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分

13
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
お
り
、
給
水
人
口
３
人
に

よ
る
１
日
計
画
給
水
量
9
0
0
ℓ
に
対
し
、
毎
分
13

ℓ
の
給
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
１
日
の
最
大
給

水
量
は
1
万
3
’1
0
4
ℓ
と
計
画
給
水
量
を
確
保

で
き
て
い
る
。

　
林
野
庁
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
平
鍋
地
区
か
ら

安
芸
森
林
管
理
署
に
大
谷
川
の
濁
水
対
応
の
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
、安
芸
森
林
管
理
署
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
令
和
３
年
度
に
大
谷
川
の
砂
防
事
業
が
完

了
し
、地
元
対
策
と
し
て
砂
防
堰
堤
に
集
水
機
能
を

備
え
た
が
、
上
流
部
の
治
山
事
業
が
完
了
ま
で
に
、

10
年
を
要
し
、
ま
た
、
上
流
崩
壊
地
の
工
事
も
未
実

施
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、
濁
り
が
濃
く

過
装
置
を
通
し
て
も
飲
料
用
と
し
て
は
適
さ
な
い
こ

と
か
ら
、
安
芸
森
林
管
理
署
は
代
替
施
設
の
建
設
は

対
応
可
能
だ
が
、
調
査
費
用
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

行
え
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
村
と
し
て
は
、
平
鍋
地
区
の
飲
用
水
を
安
定
的
に

確
保
、
給
水
供
給
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
及

び
設
計
を
村
で
実
施
し
、
そ
の
設
計
内
容
を
も
と
に

安
芸
森
林
管
理
署
に
お
い
て
代
替
施
設
の
設
置
を

協
議
し
た
う
え
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
支
障
が
な
い

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
る
取
水
施
設
を
代
替
施
設

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
村
に
よ
る
設
計
委
託
業
務
は
３
月
、
発
注

し
、
６
月
上
旬
完
了
予
定
で
進
め
て
い
る
。安
芸
森

林
管
理
署
に
よ
る
整
備
工
事
は
６
月
下
旬
に
発
注
、

令
和
5
年
１
月
末
完
了
予
定
で
、
令
和
６
年
２
月
か

ら
給
水
開
始
と
考
え
て
い
る
。

　　
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

問
　
平
成
29
年
６
月
頃
よ
り
、
村
長
政
策
で
こ
の
事

業
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年
夏
ご
ろ
に
、
そ
の
計
画

に
つ
い
て
は
諸
事
情
に
よ
り
再
計
画
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
環
境
省
の
所
管
事
業
で
あ
る
脱
炭
素

先
行
地
域
1
0
0
選
に
応
募
し
、
当
村
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
に
あ
わ
せ
、そ
の
一
つ
と
し
て
小

水
力
発
電
計
画
を
進
め
、
現
在
、
脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
の
事
業
採
択
に
向
け
進
め
て
お
り
、
今
年

の
４
月
の
下
旬
ぐ
ら
い
に
そ
の
結
果
が
出
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
小
水
力
発
電
は
、そ
の
時
の
計
画
で
、県
費
・

過
疎
債
・
補
助
金
・
一
般
財
源
の
総
額
で
約
２
億

１
千
万
円
ほ
ど
の
投
資
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。こ
の
投
資
し
た
費
用
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に

な
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
先
月
、
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
結
果
待
ち
の
状
態
で
、
採
択
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
投
資
し
て
き
た
費
用
約
２
億
１
千
万

円
に
つ
い
て
は
、
設
計
を
含
め
た
取
り
組
み
の
成
果

で
、
今
後
事
業
を
行
う
場
合
は
返
還
と
い
う
の
は
発

生
し
な
い
が
、事
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、返
還
の

協
議
は
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

問
　
先
の
取
り
組
み
で
は
接
続
料
の
保
障
な
ど
の

費
用
を
入
れ
な
け
れ
ば
事
業
が
進
ま
な
い
と
の
説

明
が
あ
る
な
か
で
投
資
を
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
投
資
し
確
保
し
て
き
た

も
の
が
、
事
業
採
択
に
な
れ
ば
こ
の
投
資
は
基
本
的

に
生
き
て
く
る
と
の
理
解
で
い
い
の
か
。

 

答
　
村
長

　
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
脱
炭

素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
条
件
と
認
識
し
て

い
る
。小
水
力
発
電
に
係
る
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
経

過
が
な
け
れ
ば
実
現
可
能
性
が
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
回
の

エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
な
が
り
、
申
請
に
ま
で
至
る
こ
と

が
で
き
た
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
宗
ノ
上
、
矢
筈
谷
、
蛇
谷
が
候
補
地
と
し
て
挙

が
っ
て
進
め
て
き
た
。採
択
に
な
れ
ば
、
こ
の
３
基
を

進
め
る
と
い
う
の
が
前
提
に
な
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
宗
ノ
上
、
蛇
谷
、
矢
筈
谷
の
３
カ
所
を
検
討
し
て

き
た
。今
現
在
、
電
源
開
発
が
準
備
し
て
い
た
清
水

バ
イ
パ
ス
を
活
用
し
た
発
電
を
あ
わ
せ
て
計
４
カ
所

に
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。事
業
採
択
に
な
れ
ば
、こ
の
４
カ
所
に
つ

い
て
順
次
、整
備
を
し
て
い
く
。

問
　
事
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
交
付
金
や
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
既
に
投
資
し

て
い
る
費
用（
財
源
が
県
費
、
過
疎
債
な
ど
）は
、
そ

れ
ら
に
置
き
換
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
年
度
替
わ
り

で
も
う
終
わ
っ
て
る
と
い
う
認
識
な
の
か
。

　
新
た
に
採
択
に
な
っ
た
事
業
で
受
け
ら
れ
る
も
の

で
今
後
は
進
め
て
い
く
の
で
、
以
前
の
費
用
は
既
に

済
ん
だ
話
と
し
て
の
理
解
で
い
い
の
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
先
行
投
資
の
部
分
は
、事
業
採
択
後
採

択
前
と
い
う
基
準
の
中
で
対
応
し
て
い
く
の
で
、
採

択
前
に
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
と
は
な

ら
な
い
。参
考
に
今
回
こ
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
採

択
さ
れ
れ
ば
、
75
％
の
補
助
が
当
た
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
文
教
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
　

問
　
令
和
３
年
７
月
頃
よ
り
、
北
川
村
文
教
施
設
・

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会

と
題
し
て
、
外
部
有
識
者
、
地
域
の
住
民
の
方
々
を

交
え
約
９
回
の
検
討
会
を
終
え
、
令
和
４
年
２
月
に

検
討
委
員
会
か
ら
計
画
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
保
小
中
一
体
教
育
体
制
の
在
り
方
や
文
教
施
設

の
整
備
計
画
が
報
告
さ
れ
た
中
よ
り
、
文
教
施
設
の

整
備
計
画
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
、
再
確
認
と
現
時

点
で
の
村
長
の
所
見
を
問
う
。

○
昨
年
12
月
に
こ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
仕

上
げ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
ソ
フ
ト
面

を
優
先
す
る
と
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取

り
組
み
、そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
と
約
1
’

3
0
0
万
円
ほ
ど
の
事
業
予
算
を
減
額
し
て
い
る
。

具
体
的
な
話
と
し
て
こ
の
報
告
書
の
中
に
、
施
設
整

備
の
概
要
と
そ
れ
に
伴
う
事
業
費
の
目
安
が
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
費
の
目
安
と
そ
の
概
要
に

つ
い
て
。

尾﨑　一マ　議員 平岡　章秀　議員
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配
分
す
る
た
め
中
期
計
画
を
定
め
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
産
業
構
築
、
こ
の
分
野
の
機
動
化
に
向
け
た
対

応
を
図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
循
環
す
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
産

業
と
教
育
が
リ
ン
ク
し
て
、
密
接
に
絡
み
あ
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
、
魅
力
あ

る
子
育
て
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。子

育
て
教
育
環
境
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
作
業
を

進
め
、持
続
す
る
子
育
て
教
育
環
境
を
絶
え
ず
望
む

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
き
た
が
わ

ず
〜
っ
と
元
気
計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。こ
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
蓄
積
し
た
情

報
を
活
用
し
て
、
令
和
５
年
度
に
計
画
を
見
直
し
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
を
策
定
し
て
実
行
し
て

い
く
。福
祉
と
社
会
教
育
の
両
分
野
で
連
携
し
促
進

で
き
る
、体
制
を
整
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
や
る
手
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
考
え
て
き
て
い
る
。健
康
検
診

に
し
て
も
、ほ
場
整
備
し
て
も
、ど
の
よ
う
な
事
業
に

対
し
て
も
、
全
て
に
お
い
て
オ
ー
ル
北
川
村
で
や
ら

な
い
と
物
事
は
成
り
立
た
な
い
。

　
村
民
の
皆
様
の
お
許
し
が
あ
れ
ば
、
次
の
４
年
間

も
引
き
続
き
北
川
村
長
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
村
政

課
題
に
対
し
、
全
身
全
霊
を
傾
け
、
常
に
進
取
果
敢

に
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力

と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

　　
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
に
つ
い
て
　

問
　
北
川
村
が
進
め
て
い
た
小
水
力
発
電
計
画
も
、

申
請
内
容
に
含
ん
だ
環
境
省
募
集
の
脱
炭
素
先
行

地
域
に
応
募
す
る
べ
く
計
画
を
鋭
意
進
め
て
い
る

と
思
う
が
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
環
境
省
に
よ
る
第
３
回
脱
炭
素
先
行
地
域
の
募

集
に
向
け
て
、
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識

者
、
ま
た
、
県
環
境
計
画
企
画
課
な
ど
９
人
の
委
員

で
構
成
す
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
９
月
以
降
、
計
３

回
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。検
討
会
で
は
基
礎
調
査

を
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
検
討
や
二
酸
化
炭
素
削

減
量
の
把
握
、
地
域
内
で
の
循
環
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
、
環
境
省
四
国
事
務
所
の

方
々
に
も
複
数
回
に
わ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能
性
の
高
い
事
業

を
選
定
し
、３
月
上
旬
に
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提

案
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
３
月
14
日
に
環
境
省
四

国
事
務
所
に
提
出
し
た
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

３
月
下
旬
に
環
境
省
に
よ
る
脱
炭
素
先
行
地
域
評

価
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
４

月
下
旬
以
降
に
選
定
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
。今

後
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
し
っ
か
り
対
応
し
選
定
さ
れ
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
令
和
４
年
12
月
に
脱
酸
素
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
村
民
に
実
施
し
た
が
、
結
果
集
計
に
つ
い
て
問

う
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提
案
書
を
作
成
す
る
に

当
た
り
、
地
域
の
方
々
の
脱
炭
素
へ
の
関
心
な
ど
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、令
和
４
年
12
月
中
旬

か
ら
令
和
５
年
１
月
中
旬
に
か
け
て
戸
別
訪
問
型

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
回
答
率
は
65
％
で
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
へ
の
関

心
が
80
％
と
高
く
、
再
エ
ネ
電
気
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
電
気
料
金
の
設
定
に
よ
る
も
の
の
利
用
主
体
と

の
回
答
が
、94
％
に
上
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
十
分
な
補
助
金
が
あ
れ

ば
と
い
う
前
提
に
な
る
が
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
は
40
％
、
蓄
電
池
の
設
置
は
51
％
、
電
気
自
動
車

の
購
入
は
41
％
の
方
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
状
況
。

　
一
方
で
、
再
エ
ネ
電
気
の
利
用
や
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
の
設
置
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
方
や
導
入
で
き
な
い
方
も
半
数
程
度

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
取
り
組
む
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
導
入
で
き
な
い
要
因
の
把
握
と
必
要
な
対
策

を
検
討
し
、対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
脱
炭
素
を
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
役
場
だ
け
で
な

く
、
オ
ー
ル
北
川
村
で
取
り
組
み
、
多
く
の
人
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
行
動
に
移
し
て
も
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
水
道
資
源
整
水
源
調
査
に
つ
い
て
　

問
　
平
鍋
、西
谷
、弘
瀬
地
区
に
お
い
て
、水
道
の
水

源
調
査
が
終
了
し
結
果
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、給
水
量
等
の
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
平
鍋
地
区
供
給
量
に
お
い
て
最
大
使
用
量

を
確
保
で
き
て
い
る
か
問
う
。平
鍋
地
区
に
お
い
て
、

こ
れ
は
林
野
庁
の
砂
防
の
関
係
で
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
協
議
し
た
の

か
。

 

答
　
村
長

　
平
鍋
地
区
に
つ
い
て
は
、
２
カ
所
の
水
源
調
査
が

完
了
し
て
お
り
、
集
落
下
流
の
谷
沿
い
で
は
、
12
月

の
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分
27
ℓ
、
渇
水
時
期
の
２
月

に
17
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
い
る
。集
落
下
の
ダ
ム

沿
い
で
は
４
ｍ
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
、
取
水
に
適
し
な
い

泥
岩
が
出
た
た
め
水
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、
１
人
１
日
当
た
り
の

計
画
給
水
量
3
0
0
ℓ
に
、給
水
人
口
18
人
を
乗
じ

た
、計
画
給
水
量
5
’4
0
0
ℓ
に
対
し
、毎
分
17
ℓ

の
取
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
安
全
率
70
％
を
乗

じ
て
、１
日
の
最
大
給
水
量
は
1
万
7
’13
ℓ
で
計
画

給
水
量
は
確
保
で
き
て
い
る
。配
水
地
は
45
㎥
、
4

万
5
’0
0
0
ℓ
の
容
量
が
あ
り
、
１
度
に
多
量
の

水
を
使
用
し
て
も
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
西
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分

21
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
お
り
、
給
水
人
口
８
人
に

よ
る
１
日
の
計
画
給
水
量
2
’4
0
0
ℓ
に
対
し
、

毎
分
21
ℓ
の
給
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
１
日
の

最
大
給
水
量
は
2
万
1
’1
6
8
ℓ
で
計
画
給
水
量

は
確
保
で
き
て
い
る
。

　
弘
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、
揚
水
試
験
に
よ
り
毎
分

13
ℓ
の
水
量
を
確
認
し
て
お
り
、
給
水
人
口
３
人
に

よ
る
１
日
計
画
給
水
量
9
0
0
ℓ
に
対
し
、
毎
分
13

ℓ
の
給
水
量
が
確
認
で
き
て
お
り
、
１
日
の
最
大
給

水
量
は
1
万
3
’1
0
4
ℓ
と
計
画
給
水
量
を
確
保

で
き
て
い
る
。

　
林
野
庁
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
平
鍋
地
区
か
ら

安
芸
森
林
管
理
署
に
大
谷
川
の
濁
水
対
応
の
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
、安
芸
森
林
管
理
署
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
令
和
３
年
度
に
大
谷
川
の
砂
防
事
業
が
完

了
し
、地
元
対
策
と
し
て
砂
防
堰
堤
に
集
水
機
能
を

備
え
た
が
、
上
流
部
の
治
山
事
業
が
完
了
ま
で
に
、

10
年
を
要
し
、
ま
た
、
上
流
崩
壊
地
の
工
事
も
未
実

施
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、
濁
り
が
濃
く

過
装
置
を
通
し
て
も
飲
料
用
と
し
て
は
適
さ
な
い
こ

と
か
ら
、
安
芸
森
林
管
理
署
は
代
替
施
設
の
建
設
は

対
応
可
能
だ
が
、
調
査
費
用
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

行
え
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
村
と
し
て
は
、
平
鍋
地
区
の
飲
用
水
を
安
定
的
に

確
保
、
給
水
供
給
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
及

び
設
計
を
村
で
実
施
し
、
そ
の
設
計
内
容
を
も
と
に

安
芸
森
林
管
理
署
に
お
い
て
代
替
施
設
の
設
置
を

協
議
し
た
う
え
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
支
障
が
な
い

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
る
取
水
施
設
を
代
替
施
設

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
村
に
よ
る
設
計
委
託
業
務
は
３
月
、
発
注

し
、
６
月
上
旬
完
了
予
定
で
進
め
て
い
る
。安
芸
森

林
管
理
署
に
よ
る
整
備
工
事
は
６
月
下
旬
に
発
注
、

令
和
5
年
１
月
末
完
了
予
定
で
、
令
和
６
年
２
月
か

ら
給
水
開
始
と
考
え
て
い
る
。

　　
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

問
　
平
成
29
年
６
月
頃
よ
り
、
村
長
政
策
で
こ
の
事

業
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年
夏
ご
ろ
に
、
そ
の
計
画

に
つ
い
て
は
諸
事
情
に
よ
り
再
計
画
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
環
境
省
の
所
管
事
業
で
あ
る
脱
炭
素

先
行
地
域
1
0
0
選
に
応
募
し
、
当
村
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
に
あ
わ
せ
、そ
の
一
つ
と
し
て
小

水
力
発
電
計
画
を
進
め
、
現
在
、
脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
の
事
業
採
択
に
向
け
進
め
て
お
り
、
今
年

の
４
月
の
下
旬
ぐ
ら
い
に
そ
の
結
果
が
出
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
小
水
力
発
電
は
、そ
の
時
の
計
画
で
、県
費
・

過
疎
債
・
補
助
金
・
一
般
財
源
の
総
額
で
約
２
億

１
千
万
円
ほ
ど
の
投
資
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。こ
の
投
資
し
た
費
用
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に

な
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
先
月
、
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
結
果
待
ち
の
状
態
で
、
採
択
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
投
資
し
て
き
た
費
用
約
２
億
１
千
万

円
に
つ
い
て
は
、
設
計
を
含
め
た
取
り
組
み
の
成
果

で
、
今
後
事
業
を
行
う
場
合
は
返
還
と
い
う
の
は
発

生
し
な
い
が
、事
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、返
還
の

協
議
は
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

問
　
先
の
取
り
組
み
で
は
接
続
料
の
保
障
な
ど
の

費
用
を
入
れ
な
け
れ
ば
事
業
が
進
ま
な
い
と
の
説

明
が
あ
る
な
か
で
投
資
を
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
投
資
し
確
保
し
て
き
た

も
の
が
、
事
業
採
択
に
な
れ
ば
こ
の
投
資
は
基
本
的

に
生
き
て
く
る
と
の
理
解
で
い
い
の
か
。

 

答
　
村
長

　
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
脱
炭

素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
条
件
と
認
識
し
て

い
る
。小
水
力
発
電
に
係
る
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
経

過
が
な
け
れ
ば
実
現
可
能
性
が
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
回
の

エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
な
が
り
、
申
請
に
ま
で
至
る
こ
と

が
で
き
た
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
宗
ノ
上
、
矢
筈
谷
、
蛇
谷
が
候
補
地
と
し
て
挙

が
っ
て
進
め
て
き
た
。採
択
に
な
れ
ば
、
こ
の
３
基
を

進
め
る
と
い
う
の
が
前
提
に
な
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
宗
ノ
上
、
蛇
谷
、
矢
筈
谷
の
３
カ
所
を
検
討
し
て

き
た
。今
現
在
、
電
源
開
発
が
準
備
し
て
い
た
清
水

バ
イ
パ
ス
を
活
用
し
た
発
電
を
あ
わ
せ
て
計
４
カ
所

に
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。事
業
採
択
に
な
れ
ば
、こ
の
４
カ
所
に
つ

い
て
順
次
、整
備
を
し
て
い
く
。

問
　
事
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
交
付
金
や
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
既
に
投
資
し

て
い
る
費
用（
財
源
が
県
費
、
過
疎
債
な
ど
）は
、
そ

れ
ら
に
置
き
換
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
年
度
替
わ
り

で
も
う
終
わ
っ
て
る
と
い
う
認
識
な
の
か
。

　
新
た
に
採
択
に
な
っ
た
事
業
で
受
け
ら
れ
る
も
の

で
今
後
は
進
め
て
い
く
の
で
、
以
前
の
費
用
は
既
に

済
ん
だ
話
と
し
て
の
理
解
で
い
い
の
か
。

 

答
　
村
長

　
基
本
的
に
先
行
投
資
の
部
分
は
、事
業
採
択
後
採

択
前
と
い
う
基
準
の
中
で
対
応
し
て
い
く
の
で
、
採

択
前
に
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
と
は
な

ら
な
い
。参
考
に
今
回
こ
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
採

択
さ
れ
れ
ば
、
75
％
の
補
助
が
当
た
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
文
教
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
　

問
　
令
和
３
年
７
月
頃
よ
り
、
北
川
村
文
教
施
設
・

子
育
て
環
境
等
整
備
事
業
基
本
計
画
検
討
委
員
会

と
題
し
て
、
外
部
有
識
者
、
地
域
の
住
民
の
方
々
を

交
え
約
９
回
の
検
討
会
を
終
え
、
令
和
４
年
２
月
に

検
討
委
員
会
か
ら
計
画
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
保
小
中
一
体
教
育
体
制
の
在
り
方
や
文
教
施
設

の
整
備
計
画
が
報
告
さ
れ
た
中
よ
り
、
文
教
施
設
の

整
備
計
画
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
、
再
確
認
と
現
時

点
で
の
村
長
の
所
見
を
問
う
。

○
昨
年
12
月
に
こ
の
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
仕

上
げ
る
た
め
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
ソ
フ
ト
面

を
優
先
す
る
と
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取

り
組
み
、そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
と
約
1
’

3
0
0
万
円
ほ
ど
の
事
業
予
算
を
減
額
し
て
い
る
。

具
体
的
な
話
と
し
て
こ
の
報
告
書
の
中
に
、
施
設
整

備
の
概
要
と
そ
れ
に
伴
う
事
業
費
の
目
安
が
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
費
の
目
安
と
そ
の
概
要
に

つ
い
て
。

尾﨑　一マ　議員 平岡　章秀　議員
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答
　
村
長

　
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、
特

に
施
設
に
つ
い
て
は
新
築
の
部
分
も
あ
れ
ば
改
修
の

部
分
も
あ
る
。単
純
に
新
築
改
修
等
々
あ
わ
せ
る
と

大
体
6
’4
0
0
㎡
く
ら
い
で
20
億
円
程
度
。解
体

の
部
分
で
約
１
億
5
’0
0
0
万
円
ほ
ど
等
々
、
そ

れ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
整
備
等
を
入
れ
て
24
億

5
’0
0
0
万
円
程
。た
だ
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ま
で

対
応
さ
れ
て
き
た
単
価
に
面
積
を
掛
け
て
い
る
だ
け

な
の
で
、
こ
の
ま
ま
い
け
る
の
か
ど
う
か
は
全
く
の

別
物
と
考
え
て
い
る
。

○
施
設
整
備
の
概
要
に
つ
い
て
、
報
告
書
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
か
ら
検
討
結
果
の

報
告
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
計
画
書
を
受
け
取
ら

れ
て
、ど
ん
な
印
象
を
持
た
れ
た
の
か
、こ
の
報
告
書

に
つ
い
て
、
村
長
の
意
見
と
し
て
何
か
付
け
加
え
た

い
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

 

答
　
村
長

　
北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
北
川
村
で
子
育
て
が
し
た
い
、
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
と
思
え
る
村
、
そ
う
い
っ
た
村
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
前
提
で
、
検
討
会
を
開
き
報
告
書
を
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
。

　
過
程
の
中
で
、
住
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
り
、そ
れ
を
経
て
意
見
交
換
、検
討

会
と
進
ん
で
き
た
中
で
地
域
ニ
ー
ズ
が
ど
う
あ
る
の

か
十
分
に
検
討
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
解
し
て
い

る
。

　
内
容
と
し
て
は
、ソ
フ
ト
面
で
は
、ゆ
ず
を
核
と
す

る
仕
事
を
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
で
あ
っ
た
り
、
国
内

外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
、
子
ど
も

の
主
体
性
や
多
様
性
を
育
む
よ
う
な
教
育
の
内
容

に
つ
い
て
、ハ
ー
ド
面
で
は
、そ
れ
ら
の
教
育
を
実
現

で
き
る
よ
う
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
一
体
的
な
教
育

環
境
に
加
え
、
村
民
の
皆
様
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
図
書
館
や
公
園
な
ど
、
施
設
環
境
に
つ
い
て
理
想

的
な
教
育
内
容
及
び
施
設
環
境
を
ご
提
唱
い
た
だ

い
た
。

　
あ
く
ま
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
々
で
出
さ
れ
た
、

理
想
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
対
応

す
る
時
期
が
来
た
ら
、
い
い
基
本
書
だ
と
思
う
の

で
、参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
配
は
現
実
的
な
と
こ
ろ

で
、
子
ど
も
が
１
学
年
５
人
と
か
の
人
数
に
な
っ
て
、

そ
れ
で
も
大
丈
夫
な
の
か
と
、「
25
億
円
」だ
け
が
独

り
歩
き
し
て
、
そ
ん
な
に
お
金
か
け
て
ど
う
す
る
の

か
。こ
の
状
況
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ソ
フ

ト
面
を
充
実
さ
せ
て
、
ハ
ー
ド
面
の
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、発
信
を
し
て
い
か
な
い
と
、住
民
の

皆
さ
ん
が
心
配
す
る
と
思
う
の
で
、こ
の
計
画
、じ
っ

く
り
と
議
会
と
も
新
た
に
協
議
を
し
て
い
き
な
が

ら
、予
算
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
が
で
き
て
25
億
円
相
当
の
金
額
の
数

字
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
た
傾
向
は
感
じ
て
い
る

が
、
建
物
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
子
育
て
教

育
の
環
境
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
見
据
え
、
結
果

的
に
教
育
水
準
書
を
一
旦
ゼ
ロ
に
し
て
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。こ
の
年
度

末
ま
で
に
一
旦
仕
上
げ
、
来
年
度
、
法
令
あ
る
い
は

制
度
上
の
問
題
等
々
に
対
処
し
、
将
来
の
数
字
を
見

据
え
た
中
で
、
規
模
を
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
北
川
村
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
、
魅
力
的
な
子
育
て
教
育

環
境
を
検
討
し
、
将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
な
環
境
と
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
手
話
言
語
が
言
語
で
あ
る
こ
と
の
理
解
の
促
進

と
全
て
の
村
民
が
相
互
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、制
定
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も

の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
定
年
引
き

上
げ
や
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
な
ど
、必
要

な
事
項
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
定
年
引
き

上
げ
に
係
る
給
与
や
降
給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
関
係
条
例
の
一
部
改
正

及
び
廃
止
を
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
県
下
全
市
町
村
で
取
り
組
む
統
一
保
険
料
に
向

け
た
国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
の
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
住
民
の
方
々
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用

し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
必
要
な
改
正
を

行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
西
谷
影
坂
地
区
へ
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
飲
料

水
供
給
施
設
を
地
区
の
要
望
に
よ
り
、
村
の
管
理
と

す
る
こ
と
に
伴
い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
際
し
、
学
校
教

育
法
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
改
正
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
87
条
の

規
定
に
よ
る
過
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て

　
本
年
度
の
各
事
業
等
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
予

算
調
整
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

 

◇
当
　
初
　
予
　
算
◇

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
所
管
課
よ
り

各
事
業
等
の
概
要
説
明
を
受
け
、総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て　
第
２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本
政
策
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
ゆ
ず
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
、
保
小
中

一
体
化
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
・
教
育

環
境
の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
防
災
力
の
向

上
、
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
等
の
取
り
組
み

に
必
要
な
経
費
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
代
替
バ
ス
業
務
を
運
営
す
る
た
め
の
経
費
を
計

上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
経
費

を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
の
管
理
や
維
持
修
繕
、令
和
６
年
度
か

ら
の
公
営
企
業
会
計
移
行
の
た
め
の
準
備
等
に
必

要
な
予
算
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
な
ど
の
必

要
な
経
費
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
　
の
　
他
◇

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
北
川
地
区
（
宗
ノ
上
地

区
）
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
い
、
地
区
内
の
区

画
形
状
を
改
め
た
結
果
、本
村
内
の
字
の
区
域
を
変

更
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

一般会計（第7号） ▲112,610 千円 2,728,362 千円

代替輸送特別会計（第2号） ▲ 402 千円 28,693 千円

国民健康保険特別会計（第3号） ▲13,363 千円 201,271 千円

簡易水道特別会計（第3号） ▲ 9,300 千円 127,231 千円

後期高齢者医療特別会計（第2号） ▲ 2,679 千円 37,948 千円

補正額会計名 補正後の額

■令和４年度　補正予算

一般会計 2,459,330 千円

代替輸送特別会計 29,543 千円

国民健康保険特別会計 195,549 千円

簡易水道特別会計 127,488 千円

後期高齢者医療特別会計 30,330 千円

予算額会計名

■令和5年度　予算
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答
　
村
長

　
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、
特

に
施
設
に
つ
い
て
は
新
築
の
部
分
も
あ
れ
ば
改
修
の

部
分
も
あ
る
。単
純
に
新
築
改
修
等
々
あ
わ
せ
る
と

大
体
6
’4
0
0
㎡
く
ら
い
で
20
億
円
程
度
。解
体

の
部
分
で
約
１
億
5
’0
0
0
万
円
ほ
ど
等
々
、
そ

れ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
整
備
等
を
入
れ
て
24
億

5
’0
0
0
万
円
程
。た
だ
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ま
で

対
応
さ
れ
て
き
た
単
価
に
面
積
を
掛
け
て
い
る
だ
け

な
の
で
、
こ
の
ま
ま
い
け
る
の
か
ど
う
か
は
全
く
の

別
物
と
考
え
て
い
る
。

○
施
設
整
備
の
概
要
に
つ
い
て
、
報
告
書
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
か
ら
検
討
結
果
の

報
告
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
計
画
書
を
受
け
取
ら

れ
て
、ど
ん
な
印
象
を
持
た
れ
た
の
か
、こ
の
報
告
書

に
つ
い
て
、
村
長
の
意
見
と
し
て
何
か
付
け
加
え
た

い
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

 

答
　
村
長

　
北
川
村
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
北
川
村
で
子
育
て
が
し
た
い
、
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
と
思
え
る
村
、
そ
う
い
っ
た
村
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
子
育
て
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
前
提
で
、
検
討
会
を
開
き
報
告
書
を
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
。

　
過
程
の
中
で
、
住
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
り
、そ
れ
を
経
て
意
見
交
換
、検
討

会
と
進
ん
で
き
た
中
で
地
域
ニ
ー
ズ
が
ど
う
あ
る
の

か
十
分
に
検
討
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
解
し
て
い

る
。

　
内
容
と
し
て
は
、ソ
フ
ト
面
で
は
、ゆ
ず
を
核
と
す

る
仕
事
を
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
で
あ
っ
た
り
、
国
内

外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
、
子
ど
も

の
主
体
性
や
多
様
性
を
育
む
よ
う
な
教
育
の
内
容

に
つ
い
て
、ハ
ー
ド
面
で
は
、そ
れ
ら
の
教
育
を
実
現

で
き
る
よ
う
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
一
体
的
な
教
育

環
境
に
加
え
、
村
民
の
皆
様
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
図
書
館
や
公
園
な
ど
、
施
設
環
境
に
つ
い
て
理
想

的
な
教
育
内
容
及
び
施
設
環
境
を
ご
提
唱
い
た
だ

い
た
。

　
あ
く
ま
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
々
で
出
さ
れ
た
、

理
想
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
対
応

す
る
時
期
が
来
た
ら
、
い
い
基
本
書
だ
と
思
う
の

で
、参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
配
は
現
実
的
な
と
こ
ろ

で
、
子
ど
も
が
１
学
年
５
人
と
か
の
人
数
に
な
っ
て
、

そ
れ
で
も
大
丈
夫
な
の
か
と
、「
25
億
円
」だ
け
が
独

り
歩
き
し
て
、
そ
ん
な
に
お
金
か
け
て
ど
う
す
る
の

か
。こ
の
状
況
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ソ
フ

ト
面
を
充
実
さ
せ
て
、
ハ
ー
ド
面
の
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、発
信
を
し
て
い
か
な
い
と
、住
民
の

皆
さ
ん
が
心
配
す
る
と
思
う
の
で
、こ
の
計
画
、じ
っ

く
り
と
議
会
と
も
新
た
に
協
議
を
し
て
い
き
な
が

ら
、予
算
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
が
で
き
て
25
億
円
相
当
の
金
額
の
数

字
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
た
傾
向
は
感
じ
て
い
る

が
、
建
物
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
子
育
て
教

育
の
環
境
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
見
据
え
、
結
果

的
に
教
育
水
準
書
を
一
旦
ゼ
ロ
に
し
て
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。こ
の
年
度

末
ま
で
に
一
旦
仕
上
げ
、
来
年
度
、
法
令
あ
る
い
は

制
度
上
の
問
題
等
々
に
対
処
し
、
将
来
の
数
字
を
見

据
え
た
中
で
、
規
模
を
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
北
川
村
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
、
魅
力
的
な
子
育
て
教
育

環
境
を
検
討
し
、
将
来
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
な
環
境
と
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
手
話
言
語
が
言
語
で
あ
る
こ
と
の
理
解
の
促
進

と
全
て
の
村
民
が
相
互
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、制
定
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も

の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
定
年
引
き

上
げ
や
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
な
ど
、必
要

な
事
項
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
定
年
引
き

上
げ
に
係
る
給
与
や
降
給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
関
係
条
例
の
一
部
改
正

及
び
廃
止
を
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
県
下
全
市
町
村
で
取
り
組
む
統
一
保
険
料
に
向

け
た
国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
の
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
住
民
の
方
々
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用

し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
必
要
な
改
正
を

行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
西
谷
影
坂
地
区
へ
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
飲
料

水
供
給
施
設
を
地
区
の
要
望
に
よ
り
、
村
の
管
理
と

す
る
こ
と
に
伴
い
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
際
し
、
学
校
教

育
法
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
い
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
改
正
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
87
条
の

規
定
に
よ
る
過
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て

　
本
年
度
の
各
事
業
等
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
予

算
調
整
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

 

◇
当
　
初
　
予
　
算
◇

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
所
管
課
よ
り

各
事
業
等
の
概
要
説
明
を
受
け
、総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て　
第
２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本
政
策
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
ゆ
ず
を
柱
と
し
た
産
業
構
築
、
保
小
中

一
体
化
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
・
教
育

環
境
の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
防
災
力
の
向

上
、
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
等
の
取
り
組
み

に
必
要
な
経
費
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
代
替
バ
ス
業
務
を
運
営
す
る
た
め
の
経
費
を
計

上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
経
費

を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
の
管
理
や
維
持
修
繕
、令
和
６
年
度
か

ら
の
公
営
企
業
会
計
移
行
の
た
め
の
準
備
等
に
必

要
な
予
算
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
な
ど
の
必

要
な
経
費
を
計
上
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
　
の
　
他
◇

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
北
川
地
区
（
宗
ノ
上
地

区
）
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
い
、
地
区
内
の
区

画
形
状
を
改
め
た
結
果
、本
村
内
の
字
の
区
域
を
変

更
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

一般会計（第7号） ▲112,610 千円 2,728,362 千円

代替輸送特別会計（第2号） ▲ 402 千円 28,693 千円

国民健康保険特別会計（第3号） ▲13,363 千円 201,271 千円

簡易水道特別会計（第3号） ▲ 9,300 千円 127,231 千円

後期高齢者医療特別会計（第2号） ▲ 2,679 千円 37,948 千円

補正額会計名 補正後の額

■令和４年度　補正予算

一般会計 2,459,330 千円

代替輸送特別会計 29,543 千円

国民健康保険特別会計 195,549 千円

簡易水道特別会計 127,488 千円

後期高齢者医療特別会計 30,330 千円

予算額会計名

■令和5年度　予算
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12
月
8
日（
木
）

12
月
9
日（
金
）

12
月
12
日（
月
） 

　
〜
13
日（
火
）

12
月
21
日（
水
）

12
月
23
日（
金
）

12
月
26
日（
月
） 

令
和
5
年

1
月
3
日（
火
）

1
月
8
日（
日
）

1
月
19
日（
木
）

1
月
24
日（
火
）

1
月
31
日（
火
）

2
月
1
日（
水
）

2
月
3
日（
金
）

2
月
8
日（
水
）

2
月
10
日（
金
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

財
務
省
・
農
林
水
産
省
要
望
（
東

京
都
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
12
月
定
例
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

成
人
式（
北
川
村
）

安
芸
土
木
事
務
所
と
の
打
ち
合
わ

せ（
北
川
村
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
地
区
町
村
長
・
議
長
及
び
商

工
会
正
副
会
長
意
見
交
換
会（
田
野

町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

柏
木
ハ
モ
ド
水
路
補
修
打
ち
合
わ

せ（
北
川
村
）

女
性
の
農
業
委
員
等
へ
の
登
用
に

関
す
る
要
請
活
動（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

県
議
長
会
・
町
村
会
事
務
局
協
議

（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
現
地

調
査（
北
川
村
）

奈
半
利
川
清
水
バ
イ
パ
ス
進
捗
状

況
説
明
会
（
奈
半
利
町
／
奈
半
利

町
民
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
38
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

J
A
高
知
県
支
所
統
廃
合
に
関
す

る
要
望
活
動
（
高
知
市
／
高
知
県

農
業
協
同
組
合
ほ
か
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議
会

第
42
回
定
例
会
事
前
説
明
（
高
知

市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

第
49
回
高
知
県
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知
県
自

治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

「
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
」運
営
協
議（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
執
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会（
北
川
村
庁
舎
）

第
74
回
定
期
総
会
（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議
長

大
会
（
高
知
市
／
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ

レ
ス
新
阪
急
高
知
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
42
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連

合
議
会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
38
回
定
例
会
（
高
知
市

／
高
知
県
自
治
会
館
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
５
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会（
安
芸

市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」
交

流
イ
ベ
ン
ト（
馬
路
村
／
魚
梁
瀬
）

2
月
14
日（
火
）

2
月
16
日（
木
）

2
月
20
日（
月
）

2
月
21
日（
火
）

2
月
22
日（
水
）

2
月
27
日（
月
）

3
月
1
日（
水
）

3
月
2
日（
木
）

3
月
4
日（
土
）

‥
議
員
提
出‥

◆
北
川
村
議
会
基
本
条
例
の
制
定
◆

　
北
川
村
議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
と
充
実

の
た
め
に
必
要
な
議
会
活
動
の
基
本
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
村
行
政
の
持
続
的
発
展
と
村
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
を
行

う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◆
北
川
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
北
川
村
課
設
置
条
例
（
平
成
10
年
条
例
第
８
号
）

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
改
正
を

行
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

‥

活
動
報
告‥

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
日
時
　
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

◇
内
容
　
共
同
社
員
住
宅
現
地
調
査

◇
日
時
　
令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）

◇
内
容
　

　
①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・

　
　
特
別
会
計
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

　
　
つ
い
て

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び

　
　
各
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

　
　
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
議
会
以
降
の
岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

◆
議
会
の
組
織
が
で
き
ま
し
た
◆

　
北
川
村
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
23

日
に
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
員
８
人
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
５
月
１
日
に
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
正
副
議
長

並
び
に
常
任
委
員
会
委
員
、議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
出
な
ど
、議
会
の
組
織
が
決
ま
り
ま
し
た
。

 

　
　
　
　

◆
岩
垣
議
長
挨
拶
◆

　
北
川
村
議
会
議
長
に
ご
選
任
を
賜
り
、心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
北
川
村
の
発
展
と
、
よ
り
よ
い
村
民

生
活
の
実
現
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
円
滑
な
る
議
会

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
の
活
性
化
や
議
会

機
能
の
向
上
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
北
川
村
が
存
続
で
き
る
村
に
な
る
た
め
に
、
産
業

基
盤
の
整
備
や
福
祉
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
教

育
環
境
整
備
な
ど
、
適
切
か
つ
弾
力
的
に
村
全
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
村
当
局
と
議
会
は
北
川
村
を
担
う
車
の
両
輪
で

あ
り
、
常
に
一
体
と
な
っ
て
諸
問
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
住
み
や
す
い
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
村
民
の
皆
様
の
一
致

し
た
願
い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
そ
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
、
並
び
に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◇
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
和
田
　
和
恵
　

　
　
　
副
委
員
長
　
平
岡
　
章
秀

　
　
　
委
員
　 

　
　
松
﨑
　
智
香

　
　
　
委
員
　
　
　
濵
渦
　
公
規

◇
特
別
委
員
会

　
ダ
ム
公
害
対
策（
全
議
員
）

　
　
　
委
員
長
　
　
濵
渦
　
公
規

　
　
　
副
委
員
長
　
濵
渦
　
康
雄

◇
中
芸
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
出

　
　
　
岩
垣
　
實
男

　
　
　
濵
渦
　
康
雄

　
　
　
濵
渦
　
　
章

‥
議
案
審
議‥

◇
承
　
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

　
　
全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

　
　
全
員
賛
成（
承
認
）

◇
人
　
事
◇

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
村
議
会
議
員
選
出
監
査
委
員
と
を
選
任
す
る
も
の

　
平
岡
　
章
秀
　
氏

　
　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
補
正
予
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上

す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

 

令
和
5
年
度
　
補
正
予
算 

 

一
般
会
計（
第
1
号
） 

　
補
正
額 

　
　
　
　
3
’0
3
2 

千
円

　
補
正
後
の
額 

2
’4
6
2
’3
6
2 

千
円

令
和
５
年
・

　
第
2
回
臨
時
会

第21代議長

岩垣　實男 議員

第24代副議長

濵渦　康雄 議員

委員長

濵渦　章 議員

副委員長

松﨑　智香 議員

委員

岩垣　實男 議員

委員

濵渦　康雄 議員

委員

尾﨑　一マ 議員

委員

平岡　章秀 議員

委員

和田　和恵 議員

委員

濵渦　公規 議員
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12
月
8
日（
木
）

12
月
9
日（
金
）

12
月
12
日（
月
） 

　
〜
13
日（
火
）

12
月
21
日（
水
）

12
月
23
日（
金
）

12
月
26
日（
月
） 

令
和
5
年

1
月
3
日（
火
）

1
月
8
日（
日
）

1
月
19
日（
木
）

1
月
24
日（
火
）

1
月
31
日（
火
）

2
月
1
日（
水
）

2
月
3
日（
金
）

2
月
8
日（
水
）

2
月
10
日（
金
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

財
務
省
・
農
林
水
産
省
要
望
（
東

京
都
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
12
月
定
例
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会（
北
川
村
）

令
和
４
年
第
３
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

成
人
式（
北
川
村
）

安
芸
土
木
事
務
所
と
の
打
ち
合
わ

せ（
北
川
村
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
地
区
町
村
長
・
議
長
及
び
商

工
会
正
副
会
長
意
見
交
換
会（
田
野

町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

柏
木
ハ
モ
ド
水
路
補
修
打
ち
合
わ

せ（
北
川
村
）

女
性
の
農
業
委
員
等
へ
の
登
用
に

関
す
る
要
請
活
動（
北
川
村
庁
舎
）

第
１
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

県
議
長
会
・
町
村
会
事
務
局
協
議

（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
現
地

調
査（
北
川
村
）

奈
半
利
川
清
水
バ
イ
パ
ス
進
捗
状

況
説
明
会
（
奈
半
利
町
／
奈
半
利

町
民
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
38
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

J
A
高
知
県
支
所
統
廃
合
に
関
す

る
要
望
活
動
（
高
知
市
／
高
知
県

農
業
協
同
組
合
ほ
か
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議
会

第
42
回
定
例
会
事
前
説
明
（
高
知

市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

第
49
回
高
知
県
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知
県
自

治
会
館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

「
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
」運
営
協
議（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
執
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会（
北
川
村
庁
舎
）

第
74
回
定
期
総
会
（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議
長

大
会
（
高
知
市
／
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ

レ
ス
新
阪
急
高
知
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
42
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連

合
議
会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
38
回
定
例
会
（
高
知
市

／
高
知
県
自
治
会
館
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

令
和
５
年
第
１
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会（
安
芸

市
／
安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」
交

流
イ
ベ
ン
ト（
馬
路
村
／
魚
梁
瀬
）

2
月
14
日（
火
）

2
月
16
日（
木
）

2
月
20
日（
月
）

2
月
21
日（
火
）

2
月
22
日（
水
）

2
月
27
日（
月
）

3
月
1
日（
水
）

3
月
2
日（
木
）

3
月
4
日（
土
）

‥

議
員
提
出‥

◆
北
川
村
議
会
基
本
条
例
の
制
定
◆

　
北
川
村
議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
と
充
実

の
た
め
に
必
要
な
議
会
活
動
の
基
本
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
村
行
政
の
持
続
的
発
展
と
村
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
を
行

う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◆
北
川
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
北
川
村
課
設
置
条
例
（
平
成
10
年
条
例
第
８
号
）

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
改
正
を

行
う
も
の

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

‥

活
動
報
告‥

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
日
時
　
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

◇
内
容
　
共
同
社
員
住
宅
現
地
調
査

◇
日
時
　
令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）

◇
内
容
　

　
①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・

　
　
特
別
会
計
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

　
　
つ
い
て

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び

　
　
各
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

　
　
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月
議
会
以
降
の
岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

◆
議
会
の
組
織
が
で
き
ま
し
た
◆

　
北
川
村
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
23

日
に
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
員
８
人
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
５
月
１
日
に
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
正
副
議
長

並
び
に
常
任
委
員
会
委
員
、議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
出
な
ど
、議
会
の
組
織
が
決
ま
り
ま
し
た
。

 

　
　
　
　

◆
岩
垣
議
長
挨
拶
◆

　
北
川
村
議
会
議
長
に
ご
選
任
を
賜
り
、心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
北
川
村
の
発
展
と
、
よ
り
よ
い
村
民

生
活
の
実
現
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
円
滑
な
る
議
会

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
の
活
性
化
や
議
会

機
能
の
向
上
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
北
川
村
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存
続
で
き
る
村
に
な
る
た
め
に
、
産
業

基
盤
の
整
備
や
福
祉
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
教

育
環
境
整
備
な
ど
、
適
切
か
つ
弾
力
的
に
村
全
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
村
当
局
と
議
会
は
北
川
村
を
担
う
車
の
両
輪
で

あ
り
、
常
に
一
体
と
な
っ
て
諸
問
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
住
み
や
す
い
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
村
民
の
皆
様
の
一
致

し
た
願
い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
そ
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
、
並
び
に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◇
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
和
田
　
和
恵
　

　
　
　
副
委
員
長
　
平
岡
　
章
秀

　
　
　
委
員
　 

　
　
松
﨑
　
智
香

　
　
　
委
員
　
　
　
濵
渦
　
公
規

◇
特
別
委
員
会

　
ダ
ム
公
害
対
策（
全
議
員
）

　
　
　
委
員
長
　
　
濵
渦
　
公
規

　
　
　
副
委
員
長
　
濵
渦
　
康
雄

◇
中
芸
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
出

　
　
　
岩
垣
　
實
男

　
　
　
濵
渦
　
康
雄

　
　
　
濵
渦
　
　
章

‥

議
案
審
議‥

◇
承
　
認
◇

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

　
　
全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

　
　
全
員
賛
成（
承
認
）

◇
人
　
事
◇

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
村
議
会
議
員
選
出
監
査
委
員
を
選
任
す
る
も
の

　
平
岡
　
章
秀
　
氏

　
　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
補
正
予
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上

す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

 

令
和
5
年
度
　
補
正
予
算 

 

一
般
会
計（
第
1
号
） 

　
補
正
額 

　
　
　
　
3
’0
3
2 

千
円

　
補
正
後
の
額 

2
’4
6
2
’3
6
2 

千
円

令
和
５
年
・

　
第
2
回
臨
時
会

第21代議長

岩垣　實男 議員

第24代副議長

濵渦　康雄 議員

委員長

濵渦　章 議員

副委員長

松﨑　智香 議員

委員

岩垣　實男 議員

委員

濵渦　康雄 議員

委員

尾﨑　一マ 議員

委員

平岡　章秀 議員

委員

和田　和恵 議員

委員

濵渦　公規 議員



1819

尾﨑一マ 議員

　
全
国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、

議
会
議
長
と
し
て
７
年

以
上
在
職
者
と
し
て
、自

治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た（
高
知
県
で

は
２
人
）。

　
平
成
27
年
か
ら
議
長

と
し
て
村
の
発
展
と
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
尽

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、

議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
在
職
者
と
し
て
、自

治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た（
高
知
県
で

は
12
人
）。

　
平
成
19
年
か
ら
村
の

発
展
と
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
年
４
回（
３
月
・
６

月
・
９
月
・
12
月
）
の
定
例
会
と

臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
、
質
疑

等
を
通
じ
て
、
村
の
予
算
や
契
約
、

条
例
な
ど
の
最
終
的
な
決
定
を
し

て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会
と

村
長
が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合

い
、協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10

時
で
す
。会
議
の
様
子
を
直
接
見

た
り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
第
１
回
定
例
会
の

傍
聴
者
は
延
べ
８
人
。次
回
、
令
和

５
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
で
す
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。 議

会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

屋
根
の
上
猫
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
嬉
し
い
な

　
屋
根
か
く
れ
ん
ぼ
た
の
し
そ
う
だ
な山

﨑
　
昌
子

奈
半
利
川
の
田
の
湯
の
堰
に
水
満
ち
て

　
き
ら
き
ら
光
り
春
に
真
向
ふ

浜
渦
　
静
子

モ
ネ
に
来
る
ブ
ル
ー
ビ
ー
を
思
わ
せ
て

　
夜
の
無
言
に
朝
刊
届
き
ぬ

浜
渦
　
美
恵
子

訪
れ
る
に
お
い
麗
し
春
の
風

　
こ
の
一
瞬
を
想
い
ら
ん
ま
ん

中
村
　
武
志

気
が
の
ら
ず
時
も
て
あ
ま
し
音
つ
け
て

　
浸
り
て
過
ご
す
サ
ザ
ン
バ
ラ
ッ
ド

内
藤
　
明
信

息
子
と
き
た
る
北
川
温
泉
な
つ
か
し
き

　
バス
曲
が
り
き
て
合
歓
の
花
咲
く町

田
　
き
よ

雨
あ
が
り
裏
山
よ
り
の
セ
ミ
の
声

　
夏
が
は
や
近
づ
い
た
よ

田
中
　
照
喜

短
歌
教
室

自治功労者表彰

し
じ
ま

こ

岩垣實男 議員
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北川村観光協会　TEL ＆ FAX 0887－30－1972 ／ 080－8638－6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

日本遺産ゆずロードミュージアムのGW 期間中の開設について
　4月29日(土)に安田町多目的交流センターなかやま2階で、森林鉄道に関する写真パネルやジオラマ模型、ゆずに
関する資料など多数展示・観覧できる場所として「日本遺産ゆずロードミュージアム」をオープンしました。28日(金)
には内覧会を行い、GW期間中の休日にも開設し、当時の森林鉄道を知っている方や家族連れなど多くの方に来て
いただけました。
　ご来場いただきました皆様、関係各所の皆様、誠にありがとうございました。
　ミュージアムは、引き続き平日のみの運営となります。

ゆずとりんてつ漫画の第二弾が完成しました
　第一弾「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」（左）に引き
続いて、第二弾「北川村のゆずを世界へ」（右）が完成しまし
た。第一弾、第二弾ともに「ゆずとりんてつ」ホームページか
ら読むことができます。
　また、右記QRコードからホームページをご覧になれます。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol.71 ～

問い合わせ先
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

モネ
の お知らせお知らせ

【お問い合わせ・ご予約】

押し花アーティスト 杉野宣雄展
in モネの庭 2023

杉野宣雄展同時開催
押し花絵画「創造展」秀作作品展

押し花芸術の最高峰を目指す国際公募展「押し花絵画創造展第19回コ
ンテスト」の秀作選。杉野宣雄先生がセレクトした、四国から出品された
方々の作品を中心に約20点展示します。

　 ６月の見ごろのお花
アジサイ・アガパンサス・ユリ・グラジオラス・
ダリア・ラバテラ・ヤマボウシなど…
（SNSでもご紹介しています）

開催期間：5月26日（金）～6月25日（日）
　　　    ※休園日：6月7日（水）
料　　金：入場無料
　　　    ※庭の観覧には入園料が必要です。
会　　場：フローラルホール

世界的な押し花アーティスト杉
野宣雄先生の作品をフローラ
ルホールに展示します。

モネの庭の草花からつくられ
た押し花を使った「押し花アー
ト作品」約８点のほか、新作11
点を展示予定です。

植物の色や形を活かして作ら
れた美しいアート作品をぜひ
お楽しみください。「青い睡蓮」
を使った作品は必見です！！

　４月２６日（水）に高知放送ラジオで午前８時２０分から放送されている番組「と
さこちラジオ」内の市町村ガイドのコーナーに電話出演しました。
　当日はモネの庭のＧＷ情報や中岡慎太郎館の企画展、慎太郎茶会、きたが
わマルシェについてお伝えしました。テレビやラジオなどで伝えることは直接見
ている・聴いている方たちの顔が見えないため、どのように伝わっているのか
不安な部分もありますが、村民さんに「ラジオを聴いたよ」と声をかけていた
だくと、とても励みになると同時にＰＲを続けることの大切さを実感しています。
　約２カ月に一度の電話出演ですが、今後も北川村の情報を一人でも多くの方
にお届けできるよう精進していきます。

　6月１８日（日）、日曜市に今年初めて出店します。
　コロナ禍の行動制限が緩和されて国内外の観光客が増えているなか、昨年よりさらに訪れる方が多くなるこ
とを想定して、主要観光施設のパンフレットやゆず新聞の数を増やして配布する予定です。
　また、村産品の販売も行う予定で、観光客の方と直接話をしながら北川村のＰＲをしたいと考えています。
　日曜市へお越しの際は、北川村が出店している「れんけいこうち」のブースをのぞいていただければと思い
ます。場所は旧追手前小学校前、日曜市５丁目西端の南列です（ひろめ市場の近くです）
　当日の様子は次回の広報にてお伝えします。

からの

★6月の休園日：6月7日（水）

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

FAX

北川村「モネの庭」
マルモッタン

日曜市に出店します

高知放送ラジオ市町村ガイドに出演しました

会場：フローラルホール

杉野宣雄展応援企画
美色・押し花 
縁の会作品展

高知県の押し花グループによる作品展です。
会場：ギャラリー棟 ２階

「ゆずとりんてつ」

6月各地のイベント情報をお知らせします。

開催地 イベント情報 期　　　間 問い合わせ先

安芸市立書道美術館
（安芸市） 安芸全国書展 6月11日(日)～8月6日(日) 安芸市立書道美術館

0887-34-1613

母川河川敷
（海陽町）

海陽町観光協会
0884-76-30506月3日(土)～6月10日(土)母川ほたるまつり

(一社)高知県東部観光協議会
高知県東部イベント情報

(一社)四国の右下観光局
徳島県南部イベント情報

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー　Vol.03

内妻旧国道沿い
（牟岐町）

牟岐町観光協会
0884-72-00656月18日(日)内妻あじさい祭

（4年ぶりの開催）
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日本遺産ゆずロードミュージアムのGW 期間中の開設について
　4月29日(土)に安田町多目的交流センターなかやま2階で、森林鉄道に関する写真パネルやジオラマ模型、ゆずに
関する資料など多数展示・観覧できる場所として「日本遺産ゆずロードミュージアム」をオープンしました。28日(金)
には内覧会を行い、GW期間中の休日にも開設し、当時の森林鉄道を知っている方や家族連れなど多くの方に来て
いただけました。
　ご来場いただきました皆様、関係各所の皆様、誠にありがとうございました。
　ミュージアムは、引き続き平日のみの運営となります。

ゆずとりんてつ漫画の第二弾が完成しました
　第一弾「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」（左）に引き
続いて、第二弾「北川村のゆずを世界へ」（右）が完成しまし
た。第一弾、第二弾ともに「ゆずとりんてつ」ホームページか
ら読むことができます。
　また、右記QRコードからホームページをご覧になれます。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol.71 ～

問い合わせ先
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

モネ
の お知らせお知らせ

【お問い合わせ・ご予約】

押し花アーティスト 杉野宣雄展
in モネの庭 2023

杉野宣雄展同時開催
押し花絵画「創造展」秀作作品展

押し花芸術の最高峰を目指す国際公募展「押し花絵画創造展第19回コ
ンテスト」の秀作選。杉野宣雄先生がセレクトした、四国から出品された
方々の作品を中心に約20点展示します。

　 ６月の見ごろのお花
アジサイ・アガパンサス・ユリ・グラジオラス・
ダリア・ラバテラ・ヤマボウシなど…
（SNSでもご紹介しています）

開催期間：5月26日（金）～6月25日（日）
　　　    ※休園日：6月7日（水）
料　　金：入場無料
　　　    ※庭の観覧には入園料が必要です。
会　　場：フローラルホール

世界的な押し花アーティスト杉
野宣雄先生の作品をフローラ
ルホールに展示します。

モネの庭の草花からつくられ
た押し花を使った「押し花アー
ト作品」約８点のほか、新作11
点を展示予定です。

植物の色や形を活かして作ら
れた美しいアート作品をぜひ
お楽しみください。「青い睡蓮」
を使った作品は必見です！！

　４月２６日（水）に高知放送ラジオで午前８時２０分から放送されている番組「と
さこちラジオ」内の市町村ガイドのコーナーに電話出演しました。
　当日はモネの庭のＧＷ情報や中岡慎太郎館の企画展、慎太郎茶会、きたが
わマルシェについてお伝えしました。テレビやラジオなどで伝えることは直接見
ている・聴いている方たちの顔が見えないため、どのように伝わっているのか
不安な部分もありますが、村民さんに「ラジオを聴いたよ」と声をかけていた
だくと、とても励みになると同時にＰＲを続けることの大切さを実感しています。
　約２カ月に一度の電話出演ですが、今後も北川村の情報を一人でも多くの方
にお届けできるよう精進していきます。

　6月１８日（日）、日曜市に今年初めて出店します。
　コロナ禍の行動制限が緩和されて国内外の観光客が増えているなか、昨年よりさらに訪れる方が多くなるこ
とを想定して、主要観光施設のパンフレットやゆず新聞の数を増やして配布する予定です。
　また、村産品の販売も行う予定で、観光客の方と直接話をしながら北川村のＰＲをしたいと考えています。
　日曜市へお越しの際は、北川村が出店している「れんけいこうち」のブースをのぞいていただければと思い
ます。場所は旧追手前小学校前、日曜市５丁目西端の南列です（ひろめ市場の近くです）
　当日の様子は次回の広報にてお伝えします。

からの

★6月の休園日：6月7日（水）

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

FAX

北川村「モネの庭」
マルモッタン

日曜市に出店します

高知放送ラジオ市町村ガイドに出演しました

会場：フローラルホール

杉野宣雄展応援企画
美色・押し花 
縁の会作品展

高知県の押し花グループによる作品展です。
会場：ギャラリー棟 ２階

「ゆずとりんてつ」

6月各地のイベント情報をお知らせします。

開催地 イベント情報 期　　　間 問い合わせ先

安芸市立書道美術館
（安芸市） 安芸全国書展 6月11日(日)～8月6日(日) 安芸市立書道美術館

0887-34-1613

母川河川敷
（海陽町）

海陽町観光協会
0884-76-30506月3日(土)～6月10日(土)母川ほたるまつり

(一社)高知県東部観光協議会
高知県東部イベント情報

(一社)四国の右下観光局
徳島県南部イベント情報

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー　Vol.03

内妻旧国道沿い
（牟岐町）

牟岐町観光協会
0884-72-00656月18日(日)内妻あじさい祭

（4年ぶりの開催）

2021



①地域の魅力発信！
　地域おこし協力隊の長友美智子です。
　小規模多機能施設ゆずの花で、小学校
の春休みに合わせて体験企画「ラムネ菓
子作り」と「愛玉子(台湾語:オーギョー
チ)作り」を行いました。
　愛玉子とは台湾で「夏の風物詩」となる屋台定番スイーツで、牧野富太郎博士が学名を付けた台
湾固有の植物、愛玉子(和名:カンテンイタビ)を使っています。
　ラムネ菓子は原材料のクエン酸と重曹、愛玉子は水道水のミネラルと種に含まれるペクチンが起
こす化学反応を、手でもむことで直接感じられます。狙いどおり、変化への驚きと発見を興奮気味
に口に出しながら、楽しく盛り上がっていました。それを見守る大人たちも自然と笑顔になって、
子どもたちとの温かい交流がたくさん生まれたのも素敵でした。
　身近なところに化学の不思議が潜んでいると感覚でつかめるような企画を、またできればと
思います。

②北部地区の活動を紹介します！
　北部地区の集落再生コーディネーター
の吉永みことです。
　DIY体験イベントや花壇整備など皆様
のご協力で、北部活動拠点「いこいの
里」が新たなスタートを迎えることがで
きました。周知のため３月１９日にお披露目会を開催。北部10集落へのチラシポスティングとご
協力のお礼を兼ねてお弁当の用意、現地参加が難しい方には自宅へ届けてみんなでOPEN記念を共
有しました。現在、引き続き心地良い休憩立ち寄りとしての利用に加えて、飲食やハンドメイド雑
貨などのチャレンジショップやギャラリーとしての利用を目標に準備中です。また、ふるさと納税
返礼品で人気が高まりつつある自生苔の認知拡大や、北部地区の美しい景観の魅力を発信すべく
SNS投稿も日々進めております。北部へ足を運ばれる際は、少しずつ進化している「いこいの
里」で休憩していってください。

③農業研修生、ゆず農家を目指して修業中！
　研修３年目の三木恭路です。昨春入手した苗を専用の苗付け場で１
年育て、このたび野川の園地に改植と新植をしました。苗を無事に育
て、定植できたのは師匠はじめ諸先輩方のおかげであり、改めて感謝
申し上げたいと思います。
　古木をこぐ作業や深耕するにあたり初めてユンボを操作しました。
パソコン片手に全国を飛び回っていたサラリーマン時代からは想像できない作業が多々あり、少し
はたくましくなったように感じています。
　研修生としては本年10月卒業予定ですが、この苗たちからキレイな玉が取れるよう、じっくり
と腰を据えて栽培にあたりたいと考えております。また、仕事をとおして村の活性化に少しでも役
立てるよう意識する所存です。引き続きよろしくお願いします。

地域おこし協力隊日記地域おこし協力隊日記
Hello Everyone!
　初夏の候、皆様におかれましてはますますご健勝の
こととお喜び申し上げます。今回は、翻訳のお仕事に
ついてお話しさせていただきます。

　最近、モネの庭のホームページとパンフレットの英訳を更新する仕事をして
います。翻訳のよいところは、さまざまな幅広いテーマについて研究し、興味
深い新しいことをたくさん学べることです。ホームページの日本語版を読んでみると、モネとジヴェルニー
の庭について、外国人観光客が本当に知りたいと思うような、面白い情報がたくさんありました。例えば、
モネが初めてジヴェルニーの景色を見たのは、列車の窓からだったということをご存じでしょうか。その美
しさに感動したモネはその後、ジヴェルニーに移り住むことを決意したのです。このシーンは、モネにとっ
て自然がいかに大切であったかを示すのにとても重要だと思います。
　モネについてより深く調べるうちに、彼がいかに日本美術を愛していたかということもわかってきまし
た。モネが浮世絵に魅了されたことはよく知られていますが、ジヴェルニーの家に何枚の浮世絵があったの
かご存じでしょうか。全部で231枚、ダイニングルームだけでも56枚ありました。食事をする場所という
より、ギャラリーのような感覚だったのではないでしょうか！また、モネの作品をじっくり見て、日本芸術
の巨匠の作品との共通点も見えてきました。モネが描いた「積みわら」の絵と北斎が描いた「凱風快晴」

（通称：赤富士）の絵を比べてみると、明らかに似
ていると思います！
　外国人観光客がこれらの新しい情報によって、モ
ネと日本との強い結び付きと、北川村ならではのモ
ネの庭園の美しさをさらに理解していただけると幸
いです。

Hello again! 
　夏が近付き、暑くなってきましたね。
　今回は、４月に行った中学校のオリエンテー
ションについてお話しします。

　全校生徒で２つのオリエンテーションをしました。オリエンテーション
Ⅰでは３年生が新1年生にいろいろな部活を紹介しました。そのあと、生
徒はチームに分かれてさまざまなコミュニケーションをとるゲームをしま
した。ゲームのおかげで生徒たちは本当に仲良くなったと思います。
　オリエンテーションⅡでは、室戸青少年自然の家に行きました。生徒た
ちは到着後、火の起こし方や昼食の作り方を教わり、カレーライスとサラ
ダを作りました。昼食の後はチームに分かれて写真を使ったビンゴゲーム
をし、自然の家にあるさまざまな写真を探して質問の答えを見つけていま
した。
　アメリカでは、このようなオリエンテーションのイベントはなく、自己
紹介をして１週間の間に短いゲームをするだけですので、アメリカの学校で友達を作ることは少し難しいと
思います。北川村の生徒たちは楽しいオリエンテーションができてとても幸運ですね。今年度も楽しい１年
になると思います。

トーマス・デービス Thomas
James Davies

ロバート・ゴメス Robert
Gomez
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返礼品で人気が高まりつつある自生苔の認知拡大や、北部地区の美しい景観の魅力を発信すべく
SNS投稿も日々進めております。北部へ足を運ばれる際は、少しずつ進化している「いこいの
里」で休憩していってください。

③農業研修生、ゆず農家を目指して修業中！
　研修３年目の三木恭路です。昨春入手した苗を専用の苗付け場で１
年育て、このたび野川の園地に改植と新植をしました。苗を無事に育
て、定植できたのは師匠はじめ諸先輩方のおかげであり、改めて感謝
申し上げたいと思います。
　古木をこぐ作業や深耕するにあたり初めてユンボを操作しました。
パソコン片手に全国を飛び回っていたサラリーマン時代からは想像できない作業が多々あり、少し
はたくましくなったように感じています。
　研修生としては本年10月卒業予定ですが、この苗たちからキレイな玉が取れるよう、じっくり
と腰を据えて栽培にあたりたいと考えております。また、仕事をとおして村の活性化に少しでも役
立てるよう意識する所存です。引き続きよろしくお願いします。

地域おこし協力隊日記地域おこし協力隊日記
Hello Everyone!
　初夏の候、皆様におかれましてはますますご健勝の
こととお喜び申し上げます。今回は、翻訳のお仕事に
ついてお話しさせていただきます。

　最近、モネの庭のホームページとパンフレットの英訳を更新する仕事をして
います。翻訳のよいところは、さまざまな幅広いテーマについて研究し、興味
深い新しいことをたくさん学べることです。ホームページの日本語版を読んでみると、モネとジヴェルニー
の庭について、外国人観光客が本当に知りたいと思うような、面白い情報がたくさんありました。例えば、
モネが初めてジヴェルニーの景色を見たのは、列車の窓からだったということをご存じでしょうか。その美
しさに感動したモネはその後、ジヴェルニーに移り住むことを決意したのです。このシーンは、モネにとっ
て自然がいかに大切であったかを示すのにとても重要だと思います。
　モネについてより深く調べるうちに、彼がいかに日本美術を愛していたかということもわかってきまし
た。モネが浮世絵に魅了されたことはよく知られていますが、ジヴェルニーの家に何枚の浮世絵があったの
かご存じでしょうか。全部で231枚、ダイニングルームだけでも56枚ありました。食事をする場所という
より、ギャラリーのような感覚だったのではないでしょうか！また、モネの作品をじっくり見て、日本芸術
の巨匠の作品との共通点も見えてきました。モネが描いた「積みわら」の絵と北斎が描いた「凱風快晴」

（通称：赤富士）の絵を比べてみると、明らかに似
ていると思います！
　外国人観光客がこれらの新しい情報によって、モ
ネと日本との強い結び付きと、北川村ならではのモ
ネの庭園の美しさをさらに理解していただけると幸
いです。

Hello again! 
　夏が近付き、暑くなってきましたね。
　今回は、４月に行った中学校のオリエンテー
ションについてお話しします。

　全校生徒で２つのオリエンテーションをしました。オリエンテーション
Ⅰでは３年生が新1年生にいろいろな部活を紹介しました。そのあと、生
徒はチームに分かれてさまざまなコミュニケーションをとるゲームをしま
した。ゲームのおかげで生徒たちは本当に仲良くなったと思います。
　オリエンテーションⅡでは、室戸青少年自然の家に行きました。生徒た
ちは到着後、火の起こし方や昼食の作り方を教わり、カレーライスとサラ
ダを作りました。昼食の後はチームに分かれて写真を使ったビンゴゲーム
をし、自然の家にあるさまざまな写真を探して質問の答えを見つけていま
した。
　アメリカでは、このようなオリエンテーションのイベントはなく、自己
紹介をして１週間の間に短いゲームをするだけですので、アメリカの学校で友達を作ることは少し難しいと
思います。北川村の生徒たちは楽しいオリエンテーションができてとても幸運ですね。今年度も楽しい１年
になると思います。

トーマス・デービス Thomas
James Davies

ロバート・ゴメス Robert
Gomez
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　田野病院の循環器科の三宅です。今回は『血圧』についてのお話“その3”です。その3は『どの血圧を基
準にするか』というお話です。
　血圧は、普段ご自宅で測定されている方はよく分かっていると思いますが、とても変動するものです。
わずかな刺激ですぐ上がりますし、連続して何回か測定した場合に同じ値が出ることはほとんどありませ
ん。
　では、何を基準にして投薬の調整をしていくのがいいか、とい
うことになりますが、これは自宅で安静時の血圧がいいことに
なっています。白衣高血圧という言葉もありますが、病院や診察
室で測る血圧より、ご自宅で落ち着いた気持ちで、刺激が排除さ
れた状態で測定する値の方が実態を反映するということです。安
静時の定義は難しいですが、外来で説明する時は「少し休んだ
後」「何かをした直後ではなく、しばらくじっとした後」と説明しています。測定時間については、私は
決める必要はないと思っています。生活って、日々異なりますから時間を決めてしまうと上記の落ち着い
た気持ちではなかったり、刺激の直後だったりしてしまうので、そこは流動的にすればいいということで
す。ただ、忘れないことも大切ですので、ある程度決めた方が忘れにくい、という方はそれでもいいと思
います。
　とにかく、たくさん測定してもらい、それを押し並べて見た結果を基準にするのがいいのではないかと
考えています。そのために自宅で朝・夕血圧測定をしてもらい、それをノートに記載したものを外来受診
の際に持参してもらうようにしています。こうすることで、血圧測定を習慣付けて、血圧をきちんとコン

トロールしていこうという自覚を持っていただくことにもつながると思っています。努力
や頑張りは良い結果につながりますし、自覚を持つということはとても大切です。最初
は手間ですが、患者さんご自身が治療に参加することでより良い治療が可能になります
ので、頑張って測ってもらいたいと思います。

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

血圧について
その3

南国年金事務所のご案内
受  付  時  間 ○火曜日～金曜日　8:30～17:15
 ○月曜日・週明けの開所日　8:30～19:00　○第2土曜日（６月10日）  9：30～16:00
休　  業　  日 土・日・祝日
ご連絡・予約先 ☎088-864-1111（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。
◆出張年金相談日程
　6月１日（木） 10:00～12:00／13:00～15:00  安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ）
　6月22日（木） 11:00～12:00／13:00～15:00  室戸市役所（室戸市役所（☎22-5131）または南国年金事務所へ）

マイナポータルでのお手続きについて
　国民年金第１号被保険者の資格取得・種別変更、保険料免除・納付猶予申請、学生納付特例申請については、
マイナポータルを利用した電子申請ができるようになりました。申請にはマイナンバーカードが必要となりますが、
マイナポータルの情報を活用してスマートフォンやパソコンで申請書などを作成することができるため、紙の申請書
より簡単に作成することができます。また、申請結果もスマートフォンなどで確認することができます。お手続きの
際は、ぜひご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）をご確認ください。

年・金・だ・よ・り

　「人権」とは、「人が幸せに生活するために必要な権利」です。
　人権擁護委員は住民の皆さんに、人権について関心を持ってもら
えるような啓発活動を行っています。また、法務局や保健センター
で、家庭や職場内における問題やコロナに関する差別問題、セクハ
ラ、ＤＶ、いじめ、インターネット上の誹謗中傷など、人権問題に
関するあらゆる相談をお受けします。相談は無料で秘密厳守となっ
ていますので、一人で悩まずお気軽に法務局または人権擁護委員に
ご相談ください。

人権擁護委員制度を知っていますか。
６月１日は人権擁護委員法が施行された日です。

～梅雨を元気に乗りきろう～ 6 月

　夏本番を前に、じっとりした湿気とともに気温がぐんぐん上昇する6月。体が暑さに十分順応できていないこの時期から夏に
向けて、特に注意したいのが「熱中症」です。

　熱中症とは
　熱中症は、気温や湿度の高い環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなってしまっ
たために現れるさまざまな症状の総称です。
　「熱中症は真夏の気温が高い日にかかるもの」と思い込んでいないでしょうか。確かに熱中症発生のピークは7～8月です
が、実は、発生数が増え始めるのは5～6月なのです。梅雨の晴れ間、梅雨明け直後など、身体がまだ高温多湿に順応できてい
ないタイミングで急に気温が上がったり、蒸し暑くなったりすると、熱中症発生のリスクが高まります。
　湿度が高い空間では、体温調整のために汗をかいても、その汗が蒸発しにくくなります。体の余分な熱が逃がせず、こもり
やすくなってしまうので、気温はそれほど高くなくても熱中症のリスクが高まるのです。

　熱中症の予防法

　脱水の予防は血管病も予防
　脱水は血管に負担のかかる状態です。体内の水分が不足すると、血液の濃縮度も増し、血栓がつくられやすい状態になりま
す。特に高血圧などで動脈硬化が進行している人では、脳卒中や心筋梗塞を起こす要因になる可能性があります。こうしたこ
とからも、日頃から水分を上手に摂取する習慣をもち、脱水を防ぐことが大切です。

◎水分補給
水分の上手なとり方
•平常時の水分摂取に最適なのは、
　常温に近い温度の水
•１日の目安摂取量は1.5L程度
•ゆっくり少量（150～200mL）ずつ、
　７～８回にわけてこまめに飲む
  「のどが渇いた」と感じるときには、
　すでに体内の水分が不足しつつあります。
　室内で静かに過ごしているときも、
　のどが渇く前に意識して水分補給しましょう。
•特に体から水分が失われやすい
　次のタイミングでの補給も忘れずに！
　①起床時  ②運動の前後  ③入浴の前後  ④就寝前
  （病気療養中で水分摂取制限のある方は
　主治医の指示に従ってください）

◎暑熱順化
　暑い日が続くと、体が次第に暑さに慣れ、強くなっていきます。こ
れを「暑熱順化（しょねつじゅんか）」といいます。しかし、こうし
た暑さに対する体の適応は、気候の変化よりも遅れて起こるため、夏
本番を迎える前の今の時期から、自然に汗をかく機会を増やし、汗に
よる体温調整をしやすくすることが梅雨時の熱中症を防ぐポイントに
なります。
　「運動やウォーキング等で、汗をか
く習慣を身につけておく」、「シャ
ワーではなく湯船でじっくり入浴す
る」などの対策がおすすめです。
　また、日頃から栄養バランスのよい
食事や十分な休息をとり、暑さに負け
ない体づくりをしていくことも、脱水
や熱中症の予防になります。
　室温が28℃を超えず、汗が上手に蒸発できるように、換気や除湿
をしたり、エアコンや扇風機を上手に活用したりしましょう。

○次回の人権相談日：
７月12日（水）
10：00～15：00

○場　所：
保健センター
※奇数月の第2水曜日に開設
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　田野病院の循環器科の三宅です。今回は『血圧』についてのお話“その3”です。その3は『どの血圧を基
準にするか』というお話です。
　血圧は、普段ご自宅で測定されている方はよく分かっていると思いますが、とても変動するものです。
わずかな刺激ですぐ上がりますし、連続して何回か測定した場合に同じ値が出ることはほとんどありませ
ん。
　では、何を基準にして投薬の調整をしていくのがいいか、とい
うことになりますが、これは自宅で安静時の血圧がいいことに
なっています。白衣高血圧という言葉もありますが、病院や診察
室で測る血圧より、ご自宅で落ち着いた気持ちで、刺激が排除さ
れた状態で測定する値の方が実態を反映するということです。安
静時の定義は難しいですが、外来で説明する時は「少し休んだ
後」「何かをした直後ではなく、しばらくじっとした後」と説明しています。測定時間については、私は
決める必要はないと思っています。生活って、日々異なりますから時間を決めてしまうと上記の落ち着い
た気持ちではなかったり、刺激の直後だったりしてしまうので、そこは流動的にすればいいということで
す。ただ、忘れないことも大切ですので、ある程度決めた方が忘れにくい、という方はそれでもいいと思
います。
　とにかく、たくさん測定してもらい、それを押し並べて見た結果を基準にするのがいいのではないかと
考えています。そのために自宅で朝・夕血圧測定をしてもらい、それをノートに記載したものを外来受診
の際に持参してもらうようにしています。こうすることで、血圧測定を習慣付けて、血圧をきちんとコン

トロールしていこうという自覚を持っていただくことにもつながると思っています。努力
や頑張りは良い結果につながりますし、自覚を持つということはとても大切です。最初
は手間ですが、患者さんご自身が治療に参加することでより良い治療が可能になります
ので、頑張って測ってもらいたいと思います。

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

血圧について
その3

南国年金事務所のご案内
受  付  時  間 ○火曜日～金曜日　8:30～17:15
 ○月曜日・週明けの開所日　8:30～19:00　○第2土曜日（６月10日）  9：30～16:00
休　  業　  日 土・日・祝日
ご連絡・予約先 ☎088-864-1111（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。
◆出張年金相談日程
　6月１日（木） 10:00～12:00／13:00～15:00  安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ）
　6月22日（木） 11:00～12:00／13:00～15:00  室戸市役所（室戸市役所（☎22-5131）または南国年金事務所へ）

マイナポータルでのお手続きについて
　国民年金第１号被保険者の資格取得・種別変更、保険料免除・納付猶予申請、学生納付特例申請については、
マイナポータルを利用した電子申請ができるようになりました。申請にはマイナンバーカードが必要となりますが、
マイナポータルの情報を活用してスマートフォンやパソコンで申請書などを作成することができるため、紙の申請書
より簡単に作成することができます。また、申請結果もスマートフォンなどで確認することができます。お手続きの
際は、ぜひご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）をご確認ください。

年・金・だ・よ・り

　「人権」とは、「人が幸せに生活するために必要な権利」です。
　人権擁護委員は住民の皆さんに、人権について関心を持ってもら
えるような啓発活動を行っています。また、法務局や保健センター
で、家庭や職場内における問題やコロナに関する差別問題、セクハ
ラ、ＤＶ、いじめ、インターネット上の誹謗中傷など、人権問題に
関するあらゆる相談をお受けします。相談は無料で秘密厳守となっ
ていますので、一人で悩まずお気軽に法務局または人権擁護委員に
ご相談ください。

人権擁護委員制度を知っていますか。
６月１日は人権擁護委員法が施行された日です。

～梅雨を元気に乗りきろう～ 6 月

　夏本番を前に、じっとりした湿気とともに気温がぐんぐん上昇する6月。体が暑さに十分順応できていないこの時期から夏に
向けて、特に注意したいのが「熱中症」です。

　熱中症とは
　熱中症は、気温や湿度の高い環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなってしまっ
たために現れるさまざまな症状の総称です。
　「熱中症は真夏の気温が高い日にかかるもの」と思い込んでいないでしょうか。確かに熱中症発生のピークは7～8月です
が、実は、発生数が増え始めるのは5～6月なのです。梅雨の晴れ間、梅雨明け直後など、身体がまだ高温多湿に順応できてい
ないタイミングで急に気温が上がったり、蒸し暑くなったりすると、熱中症発生のリスクが高まります。
　湿度が高い空間では、体温調整のために汗をかいても、その汗が蒸発しにくくなります。体の余分な熱が逃がせず、こもり
やすくなってしまうので、気温はそれほど高くなくても熱中症のリスクが高まるのです。

　熱中症の予防法

　脱水の予防は血管病も予防
　脱水は血管に負担のかかる状態です。体内の水分が不足すると、血液の濃縮度も増し、血栓がつくられやすい状態になりま
す。特に高血圧などで動脈硬化が進行している人では、脳卒中や心筋梗塞を起こす要因になる可能性があります。こうしたこ
とからも、日頃から水分を上手に摂取する習慣をもち、脱水を防ぐことが大切です。

◎水分補給
水分の上手なとり方
•平常時の水分摂取に最適なのは、
　常温に近い温度の水
•１日の目安摂取量は1.5L程度
•ゆっくり少量（150～200mL）ずつ、
　７～８回にわけてこまめに飲む
  「のどが渇いた」と感じるときには、
　すでに体内の水分が不足しつつあります。
　室内で静かに過ごしているときも、
　のどが渇く前に意識して水分補給しましょう。
•特に体から水分が失われやすい
　次のタイミングでの補給も忘れずに！
　①起床時  ②運動の前後  ③入浴の前後  ④就寝前
  （病気療養中で水分摂取制限のある方は
　主治医の指示に従ってください）

◎暑熱順化
　暑い日が続くと、体が次第に暑さに慣れ、強くなっていきます。こ
れを「暑熱順化（しょねつじゅんか）」といいます。しかし、こうし
た暑さに対する体の適応は、気候の変化よりも遅れて起こるため、夏
本番を迎える前の今の時期から、自然に汗をかく機会を増やし、汗に
よる体温調整をしやすくすることが梅雨時の熱中症を防ぐポイントに
なります。
　「運動やウォーキング等で、汗をか
く習慣を身につけておく」、「シャ
ワーではなく湯船でじっくり入浴す
る」などの対策がおすすめです。
　また、日頃から栄養バランスのよい
食事や十分な休息をとり、暑さに負け
ない体づくりをしていくことも、脱水
や熱中症の予防になります。
　室温が28℃を超えず、汗が上手に蒸発できるように、換気や除湿
をしたり、エアコンや扇風機を上手に活用したりしましょう。

○次回の人権相談日：
７月12日（水）
10：00～15：00

○場　所：
保健センター
※奇数月の第2水曜日に開設
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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和5年4月30日現在　（　）は前月比

人　口 1,207人 （＋4）
　男 582人 （＋4）
　女 625人 （±0）
世帯数 626戸 （＋9）
昨年同期の総人口 1,216人 世帯数607戸

北部地区活動拠点「いこいの里」（P22掲載）

みどり保育所
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6月7日(水)
6月21日(水)
6月15日（木）
6月16日（金）

6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)

6月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月7日(水)・14日(水)・21日(水)・28日(水)
6月6日(火)・13日(火)・20日(火)・27日(火)

6月1日(木)・8日(木)・15日(木)・22日(木)・29日(木)
6月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)

6月13日(火)
6月15日(木)
6月7日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）12：45～13：15
（受付）12：45～13：15

 （受付）8：30～10：30  (受付)13:00～15:00
（受付）8：30～8：45 

９：３０ ～
１０：００ ～ 
１０：００ ～ 
１３：３０ ～ 
  ９：１５ ～ 
  ９：３０ ～ 
１３：３０ ～ 
  ９：３０ ～ 
１０：３０ ～ 
１０：３０ ～ 
１０：００ ～ 
  ９：００ ～ 
  ９：００ ～ 

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳 児 検 診
１歳６カ月･３歳児健診
大腸がん検診（容器配布）
大腸がん検診（容器配布）
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北 川 村 民 会 館
小 島 集 会 所
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

行 事 予 定 表

５月12日(金)　カレー作り
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